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有日

宋
代
の
都
市
は
そ
れ
に
先
立
つ
唐
代
と
劉
遮
的
な
委
を
持
つ
た
め
、
研
究
者
の
関
心
を
呼
び
、
相
嘗
の
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
全
韓
と
し
て
見
れ
ば
、
基
礎
的
な
問
題
を
も
含
め
て
、
な
お
疑
問
料
開
が
少
く
な
い
。

こ
れ
ま
で
、
宋
代
の
都
市
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
大
別
し
て
次
の
二
つ
の
分
野
に
集
ま
っ
て
い
た
。

一
つ
は
『
東
京
夢
華
録
』
や
『
夢
梁

録
』
な
ど
の
都
市
繁
昌
記
を
材
料
に
、
主
と
し
て
園
都
開
封
や
臨
安
と
い
っ
た

E
大
都
市
の
姿
を
明
ら
か
に
し
、
極
端
に
言
え
ば
そ
れ
で
全
部

①
 

を
代
表
さ
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
確
寅
に
百
高
以
上
の
人
口
・
を
擁
し
、
現
在
の
我
々
に
飴
程
近
接
し
た
生
活
感
情
を
持
つ
開
、

封
、
臨
安
の
都
市
内
部
の
吠
態
ー
ー
ー
と
い
っ
て
も
研
究
割
象
は
風
俗
や
年
中
行
事
、
市
域
の
表
面
的
な
賑
わ
い
が
中
心
を
な
す
が
ー
ー
か
ら
、

宋
代
の
準
歩
性
乃
至
は
近
代
性
の
確
誼
を
導
き
出
そ
う
と
す
る
方
向
に
劃
し
、
む
し
ろ
こ
れ
は
園
都
と
い
う
政
治
的
要
素
の
し
か
ら
し
め
る
特

例
で
あ
っ
て
、
そ
の
光
彩
陸
離
た
る
情
景
を
嘗
時
の
全
中
園
に
抜
大
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
で
時
代
規
定
を
行
う
の
は
疑
問
と
す
る
立
場
も
根
強
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交
通
の
要
衝
や
農
村
内
に
お
い
て
、
交
換
経
済
の
護
達
に
よ
っ
て
勃
興
し
た
中
小
商
業
都
市
を
劉
象
に
し
た

そ
の
寅
世
は
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
中
小
都
市
と
大
都
市
、
あ
る
い
は
農
村
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
.も

、
注
目

①
 

す
べ
き
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

い
も
の
が
あ
る
。
い
ま

一
つ
は
、

も
の
で
、

研
究
の
現
段
階
で
は
、
園
都
を
は
じ
め
と
し
た
大
都
市
に
お
い
て
さ
え
も
、

そ
の
制
度
的
側
面
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
構
成
そ
の
他
一
歩
踏
み

そ
れ
は
開
封
や
臨
安
の
正
確
な
都
市
プ
ラ
ソ
さ
え
復
原
さ
れ
て
い
な
い
黙
に
も
象
徴
さ
れ
て

こ
ん
だ
問
題
に
な
る
と
空
白
は
意
外
に
大
き
く
、



い
る
。
ま
た
、
園
都
以
外
の
府
守
州
・
鯨
な
ど
の
城
郭
都
市
の
賓
態
に
つ
い
て
は
纏
っ
た
研
究
は
殆
ん
ど
な
く
、
さ
ら
に
必
ず
し
も
多
く
な
い

都
市
制
度
、
税
制
な
ど
の
個
別
的
研
究
も
、
と
か
く
孤
立
分
散
的
で
、
そ
れ
ら
を
綜
合
す
る
努
力
が
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
討
宋
以
後
の
中
園

史
に
於
け
る
都
市
と
農
村
の
相
関
関
係
の
追
及
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
日
本
の
都
市
と
の
比
較
研
究
は
魅
力
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
し
、
ま
た
是
非

試
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
柄
で
は
あ
る
が
、
宋
代
都
市
に
閲
す
る
研
究
の
現
献
で
は
、
そ
う
し
た
問
題
は
暫
時
留
保
し
て
お
き
、
さ
し
あ
た

っ

て
は
、
比
較
的
史
料
の
豊
富
な
税
制
に
絞
っ
て
、
具
韓
的
か
つ
綜
合
的
に
私
見
守
}
述
べ
て
み
た
い
。

正
税
に
つ
い
て
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周
知
の
ご
と
く
、
都
市
の
居
住
者
は
五
代
の
時
代
す
で
に
。
坊
郭
戸
e

と
呼
ば
れ
て
農
村
の
タ
郷
村
戸
。
と
別
の
扱
い
を
受
け
、
宋
に
至
っ

て
そ
の
直
別
は
裁
然
た
る
も
の
に
な
っ
た
。
都
市
と
郷
村
と
の
外
面
的
な
相
違
と
し
て
、
脂
、
坊
、
隅
、
界
な
ど
の
直
劃
に
劃
す
る
郷
里
乃
至

都
保
制
、
職
役
の
存
在
形
態
や
そ
れ
と
関
連
す
る
坊
郭
十
等
・
郷
村
五
等
の
戸
等
制
、
丈
尺
に
射
す
る
頃
畝
と
い
う
土
地
面
積
丈
量
法
な
ど
が

@
 

す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
。
こ
れ
か
ら
問
題
に
す
る
税
役
制
度
に
つ
い
て
も
そ
の
相
違
は
嘗
然
環
想
さ
れ
よ
う
。
宋
代
の
都
市
の
税
役
制
に
関
係
す
る

論
文
は
幾
篇
か
護
表
さ
れ
て
い
る
が
、
正
直
言
つ
て
な
お
隔
靴
掻
淳
の
感
を
拭
い
切
れ
ぬ
。

宋
に
績
く
元
や
明
に
閲
し
て
は
、
都
市
の
税
制
の

専
論
は
更
に
少
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
章
で
は
、
都
市
の
私
有
地
を
封
象
と
し
た
税
役
制
を
ま
ず
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

宋
代
の
都
市
居
住
者
へ
の
直
接
税
を
語
る
時
、
宋
史
食
貨
志
の
問
国
頭
の
一
節
が
引
用
さ
れ
る
の
が
逼
例
で
あ
る
。

宋
制
、
歳
賦
其
類
有
玉
、
日
公
団
之
賦
、
凡
田
之
在
官
、
賦
民
耕
、
而
牧
其
租
者
、
是
也
、
自
民
団
之
賦
、
百
姓
各
得
専
之
者
、
是
也
、
日

城
郭
之
賦
、
宅
税
地
税
之
類
、
是
也
、
白
丁
口
之
賦
、
百
姓
歳
戦
身
丁
銭
米
、
是
也
、
日
雑
費
之
賦
、
牛
革
輩
盟
之
類
、
随
其
所
出
、

費
市

職
之
、
是
也
、

す
な
わ
ち
、
都
市
で
は
宅
税
、
地
税
な
ど
を
歳
賦
と
し
て
賦
課
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
田
地
を
封
象
と
し
た
所
謂
南
税
と
は
直
別
さ
れ
て
い

(
巻
一
七
九
〉
に
も
載
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
『
園
史
志
』
を
出
典
と
し
て
い
る
か
ら
、
神
宗
時
代
に
編
纂
さ
れ
た

た
。
こ
の
分
類
は
『
玉
海
』
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『
雨
朝
園
史
』
の
食
貨
志
に
も
と
づ
く
、
つ
ま
り
北
宋
中
期
の
概
念
が
踏
襲
さ
れ
て
レ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
黙
は

一
躍
注
意
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、

次
元
の
異
っ
た
も
の
が
、
と
も
か
く
も
五
つ
に
系
列
化
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
に
よ
り
か
か
り
す
ぎ
る
と

事
質
と
恭
離
す
る
危
険
も
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
城
郭
の
賦
に
つ
い
て
、
周
藤
士
口
之
氏
は
「
宅
税
は
屋
税
を
い
ひ
、
地
税
は
都
市
の
園
宅

⑤
 

地
よ
り
徴
牧
す
る
税
を
い
ふ
」
と
解
穫
さ
れ
る
。
屋
税

・
地
税
と
い
う
二
つ
の
税
目
が
坊
郭
戸
の
主
要
負
鎗
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
は
、
斯
波

「
雨
税
法
の
意
園
し
た
皐
税
主
義
の
原
則
は
必
ず
し
も
貫
徹
せ
ず
、
五
代
首
初
、
城
郭
内

を
劉
象
と
す
る
課
税
を
郷
村
の
そ
れ
と
直
別
す
る
傾
向
が
生
じ
た
。
(
中
略
)
や
が
て
屋
税
(
家
屋
資
産
に
射
す
る
課
税
)
地
税

(
城
郭
内
の

耕
地
・
菜
園
に
劃
す
る
課
税
)
の
ご
と
き
城
郭
濁
自
の
課
税
を
生
じ
、
宋
初
で
も
こ
れ
を
承
け
て
、
城
郭
之
賦
を
郷
村
民
国
の
夏
秋
雨
税
と
匝

義
信
氏
に
よ

っ
て
次
の
よ
う
に
敷
術
さ
れ
て
レ
る
。

別
し
た
。
こ
の
宋
初
の
城
郭
之
賦
は
屋
税

・
地
税
を
主
穫
と
し
、

そ
の
外
、
官
盟
の
給
付
に
謝
す
る
腫
銭
、

官
有
の
庖
舗

・
家
屋

・
倉
庫
の
地

@
 

代
で
あ
る
房
廊
地
基
銭
、
市
場
・
埠
頭
等
の
公
共
地
の
利
用
賃
借
に
射
す
る
地
舗
銭
等
で
構
成
さ
れ
た
」

こ
の
読
明
の
、
房
廊
地
基
銭
以
下
は
屋
税

・
地
税
と
別
扱
い
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
果
し
て
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
宋
代
三
百
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年
間
、
原
則
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
と
う
か
、
も
う
少
し
こ
ま
か
く
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
南
宋
も
半
ば
を
す
ぎ
た
寧
宗

の
嘉
定
年
間
、
江
南
東
路
の
輔
運
使
と
な

っ
た
員
徳
秀
が
、
そ
の
上
奏
中
の
一
節
で
次
の
よ
う
な
設
言
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(
前
略
)
紹
興
中
行
経
界
、

(
江
寧
)
府
城
坊
郭
興
諸
門
外
、
不
過
戸
納
雨
料
役
鏡
、
謂
如
房
地
日
牧
賃
銭

一
文
、
則
毎
年
納
銭
四
百
省
、

内
城
南
廟
以
至
第
二
都
、
成
年
計
六
百
二
十
四
貫
七
百
二
十
四
文
、
此
外
他
無
二
電
税
賦
(
員
文
忠
公
文
集
巻
六
、
奏
乞
鯖
江
市
警
牒
城
南
廟

居
民
代
職
和
買
紋
)

こ
れ
を
建
康
だ
け
の
特
例
と
み
る
の
は
ど
う
も
無
理
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
現
存
す
る
十
指
を
越
す
南
宋
時
代
の
地
方
志
の
ど

れ
を
緒
い
て
も
|
|
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
税
目
は
、
時
代
と
地
方
の
特
色
を
反
映
し
つ
つ
、
詳
細
で
饗
化
に
富
む
に
も
拘
わ
ら
ず
|
|
表
だ
っ

て
屋
税
・
地
税
と
い
う
名
稽
を
接
げ
る
も
の
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
最
初
か
ら
あ
ま
り
見
ら
れ
ぬ
地
税
は
論
外
と
し
て
、
北
宋
時
代
に
多
か
っ

た
屋
税
に
闘
す
る
史
料
が
南
宋
に
入
る
と
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
な
ど
と
無
関
係
で
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
嘗
面
、



屋
税
・
地
税
の
再
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
。
南
者
に
射
す
る
専
論
に
は
草
野
靖
氏
の

「宋
の
屋
税
・
地
税
に
つ
い
て
し

ノ
四
)
が
あ
る
。
ま
ず
屋
税
に
つ
い
て
そ
の
結
論
を
要
約
す
れ
ば

「屋
税
は
本
衆
南
税
の
都
市
化
し
た
も
の
で
、
都
市
直
域
に
あ
る
私
有
屋
産

-一
切
が
屋
税
の
封
象
と
な
り
、
そ
の
評
定
は
家
屋
の
贋
狭
間
数
が
主
と
な
る
。
北
宋
末
の
崇
寧
の
方
田
法
で
は
、
坊
郭
内
の
衝
要
緩
慢
に
よ
っ

て
十
等
級
に
わ
け
、
基
地
一
畝
が
屋
舎
八
間
相
首
と
さ
れ
、
基
地
の
贋
狭
か
ら
屋
舎
の
間
数
を
算
出
し
て
課
税
し
た
。
徴
牧
は
現
銭
で
夏
秋
二

回
行
わ
れ
る
」
と
な
ろ
う
。
草
野
氏
の
研
究
は
、
玉
代
に
お
け
る
日
野
開
三
郎
氏
の
成
果
を
纏
承

・
展
開
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
可
能
な

隈
り
の
史
料
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
讃
み
と
り
方
が
悪
い
せ
い
も
あ
る
が
、
屋
税
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
お
漠
然
と
し
て
い
る
。

屋
業
一
切
の
中
に
、
家
屋
以
外
の
物
業
(
財
産
)
が
含
ま
れ
る
の
か
ど
う
か
、
家
屋
と
土
地
の
閲
係
は
ど
う
な
の
か
、
倉
庫
・
庖
舗
・
家
屋
が

な
ど
の
疑
問
黙
は
な
お
十
分
に
説
明
さ
れ
き
っ
て
い
な
い
。
史
料
的
制
限
の
た
め
、
こ
う
し
た
疑
問
に
筆
者

(
史
皐
雑
誌
六
入

差
別
さ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、

も
満
足
に
答
え
得
な
い
が
、

い
ま
少
し
時
代
の
流
れ
の
中
で
立
入

っ
て
考
察
し
て
み
た
い
。
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日
野
開
三
郎
氏
は
五
代
の
屋
税
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
玉
代
初
め
に
起
源
を
持
ち
、
税
額
決
定
の
規
準
を
家
屋
の
大
小
叉
は
建
造
物
と
し
て
の

債
値
に
置
く
の
み
な
ら
ず
、
更
に
そ
の
位
置
乃
至
家
業
の
繁
否
を
参
酌
し
た
営
業
牧
盆
税
の
意
味
も
含
ん
で
い
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
」
と
述

①
 

べ
て
お
ら
れ
る
。
い
っ
た
い
、
唐
末
か
ら
五
代
を
遁
じ
て
華
北
は
戦
凱
の
渦
中
に
あ
り
、
府
州
鯨
な
ど
の
城
郭
都
市
の
荒
肢
は
か
な
り
激
し
か

っ
た
。
た
と
え
ば
後
梁
の
末
期
の
洛
陽
を
「
洛
陽
楕
紳
奮
聞
記
」
は
次
の
よ
う
に
描
出
し
て
い
る
。

張
全
義
(
前
略
)
未
久
移
授
洛
州
刺
史
、
時
洛
城
兵
範
之
齢
、
鯨
邑
荒
腰
、
悉
信
用
榛
葬
、
洛
城
之
中
、

由
民
、
初
巣
察
t

縫
範
、
乃
築
三
小
州
城
、
保
栗
居
民
、
以
防
冠
、盗
、
及
宰
之
等
争
奪
、
但
遺
品
駄
堵
而
己
、
初
至
洛
、
率
磨
下
百
徐
人
、
興
州
中

所
存
者
僅
百
戸
、
共
保
中
州
一
城
(
巻
二
、
斉
王
張
令
公
外
停
)

白
骨
蔽
野
、

外
絶
居
人
、

悉
遁
焚

張
全
義
の
努
力
に
よ
っ
て
洛
陽
の
復
興
は
進
み
、
後
唐
時
代
に
は
園
都
と
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、

そ
の
際
都
市
の
構
造
に
関
係
す
る
重
要
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な
法
令
が
出
さ
れ
で
い
る
。
そ
れ
は
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長
輿
二
年
六
月
入
目
、
(
前
略
)
其
在
京
諸
坊
曲
、
雁
有
空
間
田
地
、
先
降
勅
命
、
許
人
戸
請
射
蓋
造
、
及
見
種
蒔
公
私
団
地
、
如
是
本
主

自
有
力
、
使
令
蓋
造
舎
屋
、
若
無
力
、
即
許
人
請
射
修
蓋
、

(
五
代
曾
要
巻
二
六
、
街
巷
)

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
、
洛
陽
城
内
に
は
、
雨
税
を
徴
牧
さ
れ
る
田
地
や
、
あ
る
い
は
商
品
作
物
と
し
て
読
菜
を
植
え
る
菜

園
な
ど
も
あ
る
程
度
存
在
し
、
郷
村
の
雨
税
と
区
別
さ
れ
た
坊
郭
の
屋
税
と
い
っ
た
税
目
は
未
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
園
都

を
充
買
さ
せ
る
と
い
う
政
治
的
意
圃
が
強
く
働
い
て
い
た
貼
は
否
め
ぬ
が
、
城
郭
内
に
で
き
る
限
り
多
く
の
家
屋
を
建
造
し
、
空
閑
地
乃
至
は

田
地
を
な
く
し
て
行
こ
う
と
す
る
方
向
が
こ
の
史
料
か
ら
よ
み
と
れ
る
。
上
文
に
引
績
い
て

京
城
内
諸
坊
曲
、
除
見
定
園
林
池
亭
外
、
其
品
開
種
蒔
及
充
菜
園
弁
空
閑
田
地
、
除
本
主
量
力
自
要
修
造
外
、
並
許
人
牧
買
、

人
置
到
田
地
等
、
並
限
三
箇
月
内
、
修
築
蓋
造
、
須
見
次
第
、

外
、
不
得
贋
作
園
園
、
及
種
植
田
苗
、

(
中
略
)
諸
色

何
不
得
雨
虚
牧
買
田
地
、
其
地
抵
許
修
造
宅
院
、

弁
其
開
小
小
栽
植
竹
木

同
光
三
年
二
月
勅
、
貌
府
小
茶
豆
税
、
毎
畝
減
放
三
升
、
域
内
庖
宅
園
園
、
比
来
無
税
、
頃
因
偽
命
、

建
有
配
徴
、

租
税
、
加
府
元
亀
巻
四
九

一、

邦
計
部
調
復
三
〉

(
玉
代
合
国
要
各
二
五
、
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と
あ
る
の
も
そ
の
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
頃
、
後
唐
の
東
京
で
あ
る
大
名
府
の
税
制
に
つ
い
て

と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
る
。
南
者
か
ら
憶
測
す
る
と
、
唐
末
か
ら
五
代
の
後
唐
は
じ
め
噴
ま
で
は
、
都
市
の
税
制
は
、
農
村
と
さ
ま
で
裁
然
と

巨
別
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
場
所
に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
型
が
並
存
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
震
政
者
に
と
っ
て
は
税
制
の
韓
系
化
よ

り
も
、
荒
慶
し
た
都
市
の
復
奮
と
、
自
己
の
根
援
地
と
し
て
そ
れ
を
育
成
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
後
唐
も
明

宗
の
天
成
年
間
以
後
に
な
る
と
、
都
市
の
税
金
と
し
て
屋
税
が
あ
ら
わ
れ
、
特
に
鏑
菟
な
ど
の
場
合
農
村
の
南
税
と
明
白
に
酎
置
し
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
納
入
期
も
夏
秩
二
回
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
来
る
。
後
周
初
期
、
充
州
の
慕
容
彦
超
が
鎮
座
さ
れ
た
直
後
の
赦
令

は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
る
。

康
順
二
年
五
月
、
詔
、

ハ
中
略
〉
臆
充
州
域
内
所
徴
今
年
屋
租
及
謹
食
盟
銭
・
諸
色
雑
物
税
、

並
輿
除
放
、
域
外
官
軍
下
案
慮
、
四
面
去
州



城
五
皇
内
、
所
徴
今
年
夏
秋
苗
子
・
輩
食
聾
鏡
、
並
諸
雑
浩
徴
銭
物
、
並
輿
除
放
、

こ
の
ほ
か
、
後
五
日
天
復
七
年
八
月
、
裏
陽
に
根
擦
を
置
い
た
安
従
準
が
滅
び
た
時
、
最
初
は

臆
在
城
人
戸
、
除
己
行
賑
貸
外
、
特
放
今
年
秋
・
衆
年
夏
・
域
内
物
業
上
租
税
、
其
域
外
下
営
実
慮
、

(
加
府
元
皐
巻
四
九
二
、
邦
計
部
錆
復
四
〉

(
中
略
)
特
輿
除
放
今
年
来
年
二
月

(
年
〉
合
係
租
税
、

(
加
府
元
議
巻
四
九
二
、
邦
計
部
調
復
四
)

と
出
さ
れ
た
法
令
が
、

一
月
あ
と
に
、

九
月
叉
詔
、
裏
州
城
内
人
戸
、
今
年
秋
、
来
年
夏
屋
税
(
下
略
〉

と
書
換
え
ら
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。
少
く
と
も
こ
こ
で
は
、

屋
税
は
、
日
野
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
城
郭
居
住
者
の
物
業
に
賦
課
さ
れ

た
租
税
と
言
え
る
。
だ
が
、
屋
税
が
、
家
屋
・
財
産
・
土
地
す
べ
て
を
包
含
し
、
さ
ら
に
営
業
税
的
な
要
素
を
も
持
っ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か

は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

屋
税
と
レ
う
呼
稀
や
、
唐
末
か
ら
五
代
の
、
そ
れ
が
出
て
来
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
考
え
る
と
、
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や
は
り
唐
の
間
架
税
と
同
様
に
、
城
郭

内
の
家
屋
・
倉
庫
な
ど
の
建
造
物
そ
れ
自
置
に
ウ
ェ
イ
ト
が
あ
り
、
荒
慶
し
た
都
市
に
で
き
る
だ
け
早
く
家
屋
を
建
て
き
せ
よ
う
と
し
て
い
る

の
も
、
ま
ず
家
屋
を
封
象
と
し
て
徴
税
を
行
な
お
う
と
す
る
意
園
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宋
に
入
っ
て
、
湖
南
の
楚
園

を
卒
定
し
た
潜
美
は
、

計
屋
、
毎
聞
鞍
絹
丈
三
尺
、
謂
之
屋
税

(長
編
巻
四
七
、
威
卒
三
年
四
月
己
未
)

と
、
従
来
こ
の
地
方
に
な
か
っ
た
屋
税
を
創
設
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
玉
代
中
原
地
方
の
屋
税
と
同
名
異
物
と
は
い
い
切
れ
ぬ
。
む
し
ろ
、
こ

う
し
た
屋
税
は
本
来
江
南
地
方
に
は
な
く
、
潜
美
が
は
じ
め
て
導
入
し
た
が
、
員
宗
威
卒
三
年
に
至
っ
て
再
び
慶
止
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
有
名
な
唐
の
間
架
税
は
、
南
税
法
施
行
後
間
も
な
い
徳
宗
建
中
四
年
六
月
に
、
軍
事
費
捻
出
の
た
め
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
家
屋
の
梁
聞
を

311 

一
間
と
し
、

上
・
中
・
下
三
等
に
差
を
つ
け
、
各
々
、
二
千
・

一
千

・
五
百
鎮
の
貨
幣
を
納
入
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
施
行
範
圏
や
納
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入
の
質
態
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
都
市
内
の
家
屋
所
有
者
が
主
た
る
封
象
と
さ
れ
て
い
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
屋
聞
の
多
寡
で
賦
課
す
る
と
、

い
ま
は
零
落
し
て
や
た
ら
に
大
き
い
だ
け
の
家
屋
に
住
む
貴
族
と
、
小
家
屋
に
住
み
、
活
設
な
経
済
活
動
を
行

@
 

う
新
興
の
商
人
た
ち
と
の
聞
に
首
然
矛
盾
が
生
じ
、
悪
評
の
う
ち
に
、
一
年
有
絵
で
中
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
都
市
家
屋
に
於
て
、
間
架
を
規

準
に
課
税
し
た
り
、
或
は
賃
貸
料
を
徴
牧
す
る
護
想
は
宋
に
な

っ
て
も
認
め
ら
れ
る
。
宋
代
、
都
市
の
飛
躍
的
な
護
達
と
と
も
に
、
そ
の
住
民
構

か
つ
て
豪
警
な
生
活
を
営
み、

成
や
、
彼
ら
の
生
業
も
複
雑
多
岐
に
亘
る
こ
と
に
な
り
、
家
屋
の
贋
さ
や
場
所
柄
だ
け
で
租
税
が
き
め
ら
れ
る
こ
と
は
影
を
薄
く
し
、屋
税
と
い

っ
て
も
、
綜
合
資
産
評
債
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
初
渡
的
に
は
や
は
り
間
架
税
の
系
譜
に
連
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宋
に
入
っ
て
も
、
屋
税
は
特
に
錆
菟
と
関
係
し
た
史
料
に
多
く
あ
ら
わ
れ
る
。
災
害
や
軍
事
徴
襲
、
封
輝
な
ど
の
園
家
的
行
事
で
、
過
重
な
負

捻
が
か
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、
農
村
の
雨
税
と
な
ら
び
坊
郭
の
屋
税
を
鏑
克
す
る
と
い
う
記
事
が
少
く
な
い
。
し
か
し
そ
の
兵
鰻
的
徴
牧
内
容

を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
な
史
料
は
殆
ん
ど
な
い
。
屋
税
が
完
全
に
綜
合
財
産
評
債
の
上
に
立
っ
て
賦
課
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
坊
郭
十
等
の
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戸
等
制
の
有
力
な
規
準
と
な
り
得
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
痕
跡
も
甚
だ
稀
で
あ
る
。

常
識
的
に
考
え
て
、
首
時
、
城
内
の
私
有
土
地

・
家
屋
に
お
い
て
、
付
雨
方
と
も
同
一

人
の
所
有
、

ω一
方
の
所
有
者
が
異
る
、
日
開
家
屋
が

な
く
土
地
だ
け
あ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
城
郭
内
の
土
地
つ
ま
り
坊
郭
地
基
の
税
金
と
し
て
、
地
税
が
出
て
来
て
く
れ
れ
ば
好
都
合

工つ
-ニ。、:

+
J
σ
J
7
・刀

そ
う
は
う
ま
く
行
か
な
い
。
先
に
ひ
い
た
湖
南
の
楚
園
卒
定
の
記
事
に
、

初
馬
氏
暴
飲
、
州
人
歳
出
絹
、
調
之
地
税
、

と
あ
り
、
暴
飲
と
か
州
人
と
か
言
う
用
語
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
を
都
市
の
こ
と
と
も
見
倣
し
得
る
の
が
、
屋
税

・
地
税
が
一
緒
に
出
て
来
る
唯

五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
、
坊
郭
の
土
地
税
を
意
味
す
る

一
の
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
不
思
議
な
こ
と
に
、

。地
税
。
と
レ
う
呼
稽
は
史
料
上
皆
無

に
近
い
。
こ
の
疑
問
を
草
野
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

「
土
地
は
郭
内
郷
村
を
問
わ
ず
総
べ
て

一
括
し
て
、
土
色
に
援
っ
て
類
別
さ
れ
、
版
籍
に
登
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
郭
内
郷
村
の
団

地
共
に
-
括
し
て
夏
秋
二
税
が
課
徴
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
城
郭
之
賦
の
地
税
の
呼
稽
は
、
決
し
て
「
郭
内
の
税
」
と
云
う
濁
自
且
つ
固
定
的
な



指
稀
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
「
回
」
に
封
置
さ
れ
る
土
色
|
|
園
地
類
の

「地」

に
賦
課
す
る
税
で
あ
る
と
い
う
貼
に
根
擦
を
持
つ
一
般
的

な
呼
稀
で
あ
る
こ
と
等
が
確
認
で
き
よ
う
」
。
草
野
氏
は
「
か
く
て
城
郭
濁
自
の
税
目
と
し
て
残
る
慮
は
屋
税
の
み
」
と
結
論
さ
れ
旬
。
地
税
に

つ
い
て
の
氏
の
所
設
は
蓋
然
性
の
高
い
も
の
と
思
う
が
、
な
お
上
に
あ
げ
た
付
白
の
ケ
l
ス
で
、
屋
税
と
地
税
が
区
別
さ
れ
て
賦
課
さ
れ
て
い

た
か
否
か
確
認
し
得
な
い
。

宋
の
屋
税
史
料
中
、
最
も
具
盟
的
な
も
の
は
徽
宗
の
崇
寧
年
聞
に
行
わ
れ
た
方
回
法
中
の
記
事
で
あ
る
。

政
和
二
年
十
月
二
十
七
日
、
河
北
東
路
提
奉
常
卒
司
奏
、
検
承
崇
寧
方
田
令
節
文
、

鏡
、
本
司
契
勘
、
本
路
州
鯨
城
郭
屋
税
、
依
係
以
衝
要
閑
慢
亦
分
十
等
、
均
出
盟
税
銭
、

問
、
衣
後
更
可
蓋
覆
屋
、
(
宋
曾
要

・
食
貨
四
二
一
方
向
び

こ
れ
を
二
年
あ
と
の
政
和
四
年
一
月
十
三
日
の

諸
州
牒
築
鎮
内
屋
税
、
擦
緊
慢
十
等
均
定
、

並
作
見

且
以
来
経
方
量
開
徳
府
等
慮
、
毎
一
畝
可
蓋
屋
八

(
前
略
〉
本
府
(
開
徳
府
)
南
北
二
城
屋
税
、
曾
経
元
豊
年
方
量
、‘
裁
定
十
等
税
鏡
、

と
合
わ
せ
考
え
る
と
、
北
宋
中
期
か
ら
末
期
に
亘
り
、
屋
税
は
そ
の
立
地
篠
件
の
閑
慢
に
従
っ

て
十
等
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
ま
ず
確
認

さ
れ
る
。
そ
し
て
屋
税
と
呼
ぶ
か
ら
に
は
、
そ
の
立
地
の
等
級
と
、
家
屋
の
慶
狭
に
従
っ
て
、
主
と
し
て
貨
幣
に
よ
る
課
税
額
が
き
め
ら
れ
て

い
た
と
し
て
良
か
ろ
う
。
た
だ
こ
の
中
に
、
敷
地
や
他
の
財
産
も
含
ん
で
い
た
か
ど
う
か
と
い
う
黙
は
、
筆
者
は
北
宋
で
は
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
と
思
う
が
、
暫
ら
く
疑
問
と
し
て
お
く
。
結
局
の
と
之
ろ
、

-北
宋
時
代
、
農
村
の
商
税
に
封
置
さ
る
べ
き
屋
税
と
い
う
税
目
が
都
市
に
存

在
し
、
家
屋
の
立
地
保
件
の
優
劣
に
従
っ
て
等
級
分
け
さ
れ
、
次
に
贋
狭
を
勘
案
し
て
課
税
さ
れ
て
い
た
程
度
の
こ
と
し
か
定
義
で
き
ぬ
こ
と

(宋
曾
要
，
職
官
六
八
ノ
三

O
〉
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に
な
る
。

五
代
・
宋
の
屋
税
の
史
料
を
辿
る
と
、
そ
れ
が
存
在
す
る
地
域
は
江
北

l
lし
か
も
河
北
・
河
南

・
山
東
な
ど
|
|
つ
ま
り
玉
代
の
中
原
王

朝
の
範
圏
内
に
匪
倒
的
に
多
い
こ
と
が
気
付
か
れ
る
。
そ
し
て
、

最
初
に
鯛
れ
た
よ
う
に
、
南
宋
に
入
る
と
屋
税
史
料
が
激
減
し
て
し
ま
う。

ま
た
北
宋
の
中
ば
か
ら
、
都
市
居
住
者
の
財
産
評
債
と
し
て
、
家
業
物
力
と
か
営
運
物
力
と
か
が
八
釜
し
く
論
議
さ
れ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
屋
税

.313 



314 

と
の
絡
み
合
い
が
浮
ん
で
来
な
い
の
も
気
に
か
か
る
。
上
に
定
義
し
た
よ
う
な
五
代
か
ら
宋
の
屋
税
は
、
必
ず
し
も
全
園
的
に
施
行
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
或
い
は
そ
の
内
容
に
も
差
異
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
宋
史
食
貨
志
城
郭
の
賦
に
つ
い
て
「
宅
税
・
地
税
之
類
」

と
言

っ
て

い
る
「
之
類
」
の
二
字
は
、
十
分
意
味
を
持
っ
て
レ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

"農
村
に
お
け
る
雨
税
は
、
そ
の
大
部
分
が
回
税
化
し
た
の
に
針
し
、
都
市
の
商
税
は
恐
ら
く
屋
税

一
本
に
は
ま
と
め
き
れ
な
か

っ
た
。
都
市

で
は
、
家
屋
を
中
心
と
し
た
屋
税
を
賦
課
す
る
場
所
も
あ
れ
ば
、
土
地
・
家
屋

・
運
轄
資
金
ま
で
を
加
え
た
綜
合
財
産
の
-評
慣
に
よ

っ
て
課
税

す
る
場
所
も
あ
り
、
あ
る
い
は
全
く
雨
税
が
な
い
場
所
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
江
北
に
於
レ
て
屋
税
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、

つ
に
は
盟
法
と
の
関
係
|
|
屋
税
盟
ー
ー
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
し、

一
方
江
南
で
は
、

経
済
護
展
の
程
度
に
鷹
じ
て
財
産
を
綜

合
許
慣
す
る
傾
向
が
よ
り
強
く
、
同
早
に
家
屋
を
封
象
と
す
る
課
税
で
は
現
質
に
則
さ
な
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

南
宋
に
な
っ
て
、
方
団
法
と
本
質
上
そ
う
遣
わ
ぬ
経
界
法
が
施
行
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
屋
税
十
等
的
な
制
度
は
影
を
ひ
そ
め
、

む
し
ろ
坊

- 50ー

郭
基
地
を
三
等
あ
る
い
は
三
等
九
則
に
き
め
る
方
向
が
打
出
さ
れ
て
来
る
。
貫
例
と
し
て
、
景
定
巌
州
績
志
に
み
え
る
例
を
彦
、
げ
よ
う
。

坊
郭
基
地

・
以
丈
計
、
得
三
高
三
千
八
百
六
十
四
、

(
中
略
〉
以
三
等
均
敷
、
計
物
力
三
高
一
千
一
百
七
十
二
貫
有
奇
、

(
中
略
)
民
戸
入

納
、
有
産
税
、
有
和
預
買
、
悉
聡
絹
、

蓋
産
税
之
外
、
別
敷
和
預
買
、
名
色
清
素
、
起
敷
砕
煩
、

(
中
略
〉
今
合
産
税
和
買
之
絹
篤
て
毎

物
力
四
十
一
貫
二
百
、
均
敷
絹
一
匹
(
巻
二
)

こ
こ
で
い
う
産
税
と
和
預
買
は
、
都
市
に
限
ら
ず
農
村
を
も
含
め
た
も
の
で
、
特
に
産
税

(南
税
)
は
非
常
に
贋
い
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ

正
税
(
恐
ら
く
こ
こ
で
は
夏
税
の
絹
の
部
分
)
が
影
を
薄
く
し
て
い
る
こ
と
が
讃
み
と
れ
よ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
和
預
買
絹
は
嘗
初

は
農
村
が
主
た
る
針
象
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
強
制
賦
課
に
饗
貌
し
て
行
く
聞
に
都
市
に
も
課
せ
ら
れ、

南
宋
に
至
る
と
、
と
り
わ
け
江
南
の

る
が
、

先
進
地
帯
で
は

あ
た
か
も
都
市
の
正
税
の
如
き
観
を
呈
し
は
じ
め
て
い
る
。
但
し
こ
れ
も
あ
る
場
所
と
な
い
場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
初

に
働
れ
た
江
寧
府
の
場
合
、
附
郭
の
江
寧
・
上
元
南
鯨
の
府
城
内
の
部
分
は
宋
初
の
戦
観
期
に
菟
除
さ
れ
て
以
降
そ
れ
が
存
在
し
な
か

っ
た
の

に
劉
し
、
城
外
腐
で
は
次
の
よ
う
な
形
で
割
嘗
て
ら
れ
て
い
る
。



淳
照
五
年
、
知
江
寧
鯨
事
章
胸
、
偶
因
推
排
卒
白
、
帰
一
席
三
都
、
分
立
和
買
雨
色
、
増
科
綿
絹
於
民
、

房
地
俄
賃
、
則
起
所
謂
家
業
銀
、

庖
嬢
買
買
、
則
起
所
謂
管
運
銭
(
員
文
忠
公
文
集
巻
六
、
奏
乞
魚
江
寧
懸
城
南
廟
居
民
代
職
和
買
朕
〉

す
な
わ
ち
、
借
家
・
借
地
の
所
有
主
に
は
家
業
銭
、
庖
舗
等
の
営
業
者
に
は
営
運
銭
と
い
う
名
目
で
財
産

(
物
力
〉
の
評
債
を
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
て
和
預
買
絹
が
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
具
盟
像
は
、
同
じ
江
寧
府
に
属
す
る
句
容
鯨
城
で
は
次
の
よ
う
に
な
，っ
て
い
た
。

(
前
略
)
在
城
江
寧
上
元
南
麻
、
有
房
廊
之
家
、
少
者
日
掠
銭
三
二
十
千
、
及
開
解
庫
庖
業
之
人
、
家
計
有
数
十
高
繕
者
、
管
運
本
銭

・
動

是
蔦
敷
、
並
無
分
寸
和
買
、
句
容
豚
有
房
廊
及
開
解
庫
庖
業
之
家
、
富
者
家
計
不
過
五
七
千
繕
市
止、

帥{昌
蓮
本
銭

・
不
過
三
二
千
婚
而
止、

其
日
掠
房
銭
一
百
五
十
六
文
足
者
、

章
、
各
家
歳
納
和
買
絹
不
下
五
七
疋
、
則
府
城
之
人
・
何
其
幸
、
而
鯨
郭
之
人
-
何
其
不
幸
邪
、
此
特
坊
郭
之
不
均
耳、

四
十
て

越
時
侃
申
諮
和
買
役
銭
朕
) 即

楚
納
和
買
絹
一
疋
、

開
解
庫
庖
業
之
家
、
け
営
運
業
銭

・
毎
一

貫
文
足
、
即
納
和
買
絹
二
寸
二
澄
八

(
景
定
建
康
志
巻

そ
こ
で
、
振
返
っ
て
纏
め
て
み
る
と
、

多
分
南
宋
初
期
の
経
界
法
で
、
坊
郭
地
基
と
い
う
地
目
が
確
立
し
、

そ
れ
は
原
則
的
に
丈
尺
で
計
算
さ

- 51ー

れ
、
何
等
級
か
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
の
等
級
は
不
動
産
に
射
す
る
課
税
の
第

一
の
規
準
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
直
接
正
税
が

賦
課
さ
れ
る
場
合
や
、
そ
の
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
組
合
さ
れ
、
結
果
的
に
何
が
し
か
の
税
額
に
な
る
場
合
な
ど
、
多
く
の
ケ
!
ス
が
あ
っ

た
。
北
宋
時
代
に
は
、
と
り
わ
け
中
原
地
帯
に
、
建
物
を
主
た
る
封
象
と
し
た
屋
税
が
存
在
し
た
が
、
，
次
第
に
財
産
綜
合
評
慣
に
基
づ
く
課
税

が
表
に
現
わ
れ
、
南
宋
に
な
る
と
、
屋
税
の
名
稽
も
少
く
な
る
、
と
い
う
結
論
に
な
る
。

農
村
の
雨
税
に
劃
比
す
べ
き
正
税
が
原
則
と
し
て
都
市
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
屋
税
も
確
か
に
そ
の
一
つ
だ
が
、
逆
に
都
市

の
正
税
は
、

全
園
を
通
じ
て
屋
税
だ
け
で
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

宋
一
代
、

そ
う
し
た
直
接
税
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
都
市
居
住
者
に

は
、
主
・
客
の
別
や
職
種
・
財
力
に
膳
じ
て
な
お
幾
つ
か
の
負
携
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
身
丁
銭
で
あ
る
。
宋
代
の
身
丁
銭
米
に
つ
い
て

⑪
 

は
既
に
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
嘗
時
の
税
役
盟
系
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
興
え
る
か
に
つ
い
て
は
未
だ
問
題
が
蔑
さ
れ
て
い
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る
。
身
丁
銭
米
が
康
範
に
存
在
し
た
江
南
各
地
で
も
、
そ
の
あ
り
方
に
は
時
代
と
場
所
で
こ
れ
ま
た
多
く
の
饗
化
が
あ
っ
て
一
概
に
は
論
じ
ら

れ
ぬ
が
、
蹟
南
や
雨
祈
な
ど
の
一
部
で
は
、

本
勝
域
内
四
廟
居
民
、
奮
有
身
丁
銭
、
前
此
官
吏
只
愚
丁
籍
取
耕
、
然
市
井
小
民
、
遷
従
不
常
、
無
由
這
納
、

錯
諮

(
永
祭
大
典
巻
五
三
四
三
、
潮
州
府
の
僚
に
ひ
く
三
陽
園
志
〉

(
中
略
)
淳
祐
笑
卯、

章
魚

と
か
、乾

道
九
年
十
一
月
九
日
、
南
郊
赦
、
台
州
域
内、

被
火
居
民
、
仰
本
州
取
曾
、
保
明
詣
賀
、
持
今
年
未
納
身
丁
、
輿
克
一

年

〈
宋
禽
要

・
食

貨

=
7
一一一
)

の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
城
郭
内
に
身
丁
銭
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
事
例
が
知
ら
れ
る
。

次
に
や
や
噴
末
に
亘
る
が
、
主
と
し
て
北
宋
期
に
坊
郭
戸
の
負
携
と
し
て
、
屋
税
盟
銭
と
い
う
税
目
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
五
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代
の
屋
税
盟
銭
に
関
し
て
は
日
野
開
三
郎
氏
に
論
考
が
あ
り
、
宋
も
そ
れ
を
縫
承
し
た
と
見
倣
し
得
る
。

崇
寧
方
団
法
の
史
料
に

ク均
出
盟
税

一 52一

銭
。
と
あ
る
の
を
草
野
氏
は
屋
税
盟
銭
と
屋
税
銭
の
雨
者
と
解
し
て
お
ら
れ
る
が
、

果
し
て
し
か
ら
ば
、
北
宋
末
期
ま
で
屋
税
盟
銭
は
存
在
し

た
こ
と
に
な
る
。
但
し
こ
れ
は
盟
法
と
も
密
接
に
繋
り
が
あ
り
、
中
原
の
都
市
な
ら
ど
こ
に
で
も
あ
っ

た
と
い
う
わ
け
に
も
行
く
ま
い
。
屋
税

盟
銭
は
屋
税
を
基
準
に
し
て
課
せ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
匡
税
の
な
い
坊
郭
の
客
戸
の
た
め
に
は
、
別
に
乾
食
盟
銭
と
い
う
税
目
が
用
意
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
。

嘉
縮
三
年
十
月
笑
亥
、
詔
河
北
諸
州
軍
、
坊
郭
客
戸
乾
食
盟
銭
、
令
坊
正
陪
納
者
、
特
謂
除
之
(
長
編
巻
一
八
八
)

た
だ
こ
れ
も
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

話回時
農
村
で
一
番
問
題
に
な

っ
た
職
役
は
都
市
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

⑮
 

し
、
戸
等
推
排
や
徴
税
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
都
市
内
部
の
貨
幣
経
済
の
護
達
や
住
民
の
浮
動
性
な
ど
を
主
因
と
し

て
、
早
く
か
ら
そ
の
多
く
は
専
門
職
化
乃
至
雇
役
化
し
、
ま
た
職
務
内
容
も
農
村
の
よ
う
に
は
煩
雑
で
な
か
っ
た
こ
と
、
が
十
分
考
え
ら
れ
る
。

一方、

都
市
に
お
い
て
も
、

坊
正
や
手
力
な
ど
の
職
役
が
存
在



さ
ら
に
警
察
業
務
に
し
て
も
、
盟
都
な
ど
の
大
都
曾
で
は
専
門
の
眉
巡
が
配
備
さ
れ
ず
~
い
た
し
、
楚
軍
や
鳳
軍
の
援
助
も
あ
っ
て
、
農
村
に
お

け
る
番
長

・
弓
手
の
よ
う
な
制
度
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
全
睡
と
し
て
み
れ
ば
、
都
市
で
は
職
役
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て

@
 

も
、
そ
う
大
き
な
間
違
い
で
は
な
く
、
宋
人
に
も
そ
う
い
う
認
識
を
持
つ
人
が
あ
っ
た
。
職
役
の
代
り
と
し
て
、
都
市
居
住
の
主
戸
に
は
科
卒

と
か
配
貰
と
か
呼
ば
れ
る
政
府
必
要
物
資
の
臨
時
・
定
期
的
制
徴
牧
や
貰
付
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
詳
論
を
避
け
る
。

そ
し
て
王
安
石
の
募

役
法
貫
施
と
と
も
に
、
あ
る
程
度
の
財
産
を
有
す
る
坊
郭
戸
か
ら
は
助
役
銭
が
徴
牧
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
時
と
し
て
異
同
は
あ
る
が
、
南
宋

そ
れ
が
唯
一
の
都
市
住
民
の
負
措
|
|
形
式
的
に
は
雨
税
銭
ー
ー
と
な
っ
て
い

末
ま
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
江
寧
鯨
の
場
合
の
よ
う
に
、

る
例
も
見
ら
れ
る
。

以
上
述
べ
た
賦
税
は
、
都
市
居
住
民
の
財
産
乃
至
丁
身
を
劉
象
と
し
て
い
る
が
、
別
の
系
列
に
入
る
税
目
も
幾
っ

か
あ
る
。
そ
の
代
表
は
皆

⑬
 

業
税
的
な
色
彩
を
持
つ
菟
行
銭
で
あ
る
。
克
行
銭
の
詳
細
は
先
撃
の
研
究
に
一
議
り
た
い
が
、
同
種
類
の
商
品
を
扱
い
、
あ
る
い
は
営
利
事
業
を

行
う
集
圏
を
官
が
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
系
列
化
し
、
そ
こ
か
ら
必
要
物
資
や
貨
幣
を
徴
牧
し
て
い
た
黙
で
、
宋
代
と
明
代
と
に
非
常
に

良
く
似
た
例
が
見
ら
れ
、
従
っ
て
明
代
の
制
度
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
も
多
少
の
参
考
に
な
ろ
う
。

- 53ー

，明
代
の
史
料
と
い
う
の
は
、

北
京
附
郭
の
宛
卒
牒
に
関
す
る
、

異
常
な
ま
で
に
詳
密
な
記
録
で
あ
る
沈
携
の
『
宛
署
雑
記
』
巻
十
三
の
舗
行

に
外
な
ら
ぬ
。
些
か
長
文
で
あ
る
が
は
じ
め
の
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。

不
知
所
始
、
蓋
舗
居
之
民
、
各
行
不
問
、
因
以
名
之
、
園
初
悉
城
内
外
居
民
、
因
其
里
巷
多
少
、
編
魚
排
甲
、
市
以
其
所
業
所

貨
、
芋
之
籍
、
遇
各
街
門
有
大
典
躍
、
則
按
籍
給
値
役
使
、
而
互
易
之
、
其
名
目
行
戸
、
或

一
排
之
中
、

一
行
之
物
、
組
以
一
人
答
慮
、
歳

終
践
更
、
其
名
日
嘗
行
吋
然
貧
未
有
徴
銀
之
例
、
後
因
各
行
不
便
、
乃
議
徴
行
銀
、
其
法
計
生
理
豊
約
、
徴
銀
在
官
、
毎
遇
有
事
、
官
中
召

舗
行
之
起
、

商
、
径
自
買
耕
、
本
意
帰
行
戸
、
嘗
行
賠
販
不
賞
、
故
徴
其
銀
、
不
復
用
其
刀
、
取
其
物
、
即
古
菟
役
錦
、
今
径
編
銀
差
之
例
(
中
略
)
徴
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そ
れ
が
、
高
暦
年
間
に
至
っ
て
下
三
則
の
徴
牧
が
煩
雑
で
、
徴
牧
額
が
少
い
割
に
か
え
っ
て
貧
窮
行
戸
の
大
き
な
負
擢
に
な
る
と
の
理
由
で
上

六
則
の
み
に
銀
を
賦
課
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
宛
卒
腕
の
み
な
ら
ず
、
北
京
城
内
の
他
の
附
郭
鯨
大
輿
豚
も
合
わ
せ
て
、
編
籍

の
う
え
銀
を
徴
牧
さ
れ
る
行
舗
の
種
類
は
百
三
十
二
あ
り
、

鍋
、
豆
腐
、
柴
草
、
等
秤
、
裁
縫
、
刊
字
、
媒
人
、
淘
洗
な
ど
か
な
り
こ
ま
か
く
多
様
な
行
の
姿
が
う
か
が
え
る
。

現
在
そ
の
下
三
則
の
三
十
三
行
の
名
が
判
明
す
る
。

そ
こ
か
ら
は
、

妙

ま
た
衣
表
は
、

寓
暦
年
間

磯
子
、

の
上
六
則
の
行
戸
の
統
計
で
あ
る
が
、
こ

の
ほ
か
に
下
三
則
の
菟
税
行
戸
が
三
高
四
千
三
百
七
十
七
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
行
戸
の
統

計
そ
の
も
の
は
明
代
北
京
域
内
の
商
業
を
考
え
る

一
つ
の
材
料
と
な
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
宋
の
都
市
に
於
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
じ
委
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、

明
の
北
京
の
朕
態
と
は
数
的
に

或
は
多
様
性
の
面
で
一
障
を
劃
し
は
す
る。

し
か
し
沈
携
が

多不
知
所

始
。
と
言

っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
に
宋
ま
で
湖
ら
し
得
る
し
、

ま
た
町
古
菟
役
銭
と
言
う
の
も
、
正
し
く
は
克
行
銭
と
す
べ
き
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
宋
の
代
表
的
史
料
は
、
員
文
忠
公
文
集
巻
七
の
申
御
史
蓋
弁
戸
部
照
禽
罷
黄
池
鎖
行
舗
紋
で
あ
る
。
い
わ
く
、

照
割
、
黄
池
一

銀
、
商
買
所
緊
、
市
井
貿
易
、
輸
相
繁
盛
、
州
牒
官
凡
有
需
索
、
皆
取
耕
於

一
銭
之
内
、
諸
般
百
物
、
皆
有
行
名
、

掛
名
籍
、
終
其
身
以
至
子
孫
、
無
由
得
脱
、
若
使
依
債
支
銭
、
向
不
克
魚
膏
吏
減
魁
、
況
名
魚
和
買
、
其
貫
白
科
、

人
戸
之
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(下
略
)

黄
池
鎖
は
揚
子
江
に
沿
う
太
卒
州
(
安
徽
省
首
塗
鯨
)
の
一
鎮
で
あ
り
、
商
業
緊
落
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
都
舎
で
は
な
い
。

そ
の
黄
池
鎮
に
於
い
て
さ
え
、
官
の
物
資
調
達
の
た
め
政
府
が
行
を
編
籍
し
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
大
都
舎
で
も
そ
れ
の

一
一
層
大
規
模
な
賓
施

を
抽
出
想
さ
せ
る
。
王
安
石
は
こ
う
し
た
不
定
期
か
つ
規
準
の
ま
ち
ま
ち
な

制
度
を
兎
行
銭
と
い
う
銭
納
化
の
方
向
に

一
本
化
し
よ
う
と
し
た

が
、
事
買
は
必
ず
し
も
そ
う
簡
単
に
行
か
ず
、
宋
一
代
現
物
納
、
銭
納
、
雨
者
を
重
復
し
て
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
凱
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

上
掲
「
宛
署
雑
記
」
の
言
う
と
こ
ろ
と
本
質
的
に
饗
り
が
な
い
。
但
し
、

」
の
よ
う
な
、
行
に
劃
す
る
徴
牧
額
|
|
た
と
え
ば
克
行
銭
の
場
合

で
も
l
ー
は
、
地
方
志
な
ど
の
統
計
に
は
通
例
あ
ら
わ
れ
て
衆
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
が
本
来
は
賦
税
と
見
倣
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い

こ
と
や

そ
の
用
途
が
地
方
の
運
営
に
属
し
、
中
央
戸
部
の
財
政
と
直
接
に
は
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
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|坊 名 |上上 |上中 |上下 |中上 |中中 |中下 |計(戸)1銀

中城 大時潅 、 991 33 29 49 107 417 734 378爾 3銭
小時潅 1 3 4 15 21 83 127 56 8 
安 富 14 10 21 27 56 160 288 128 7 
積 慶 2 4 3 9 14 85 117 50 3 

宛
西城 河漕西 16 16 13 19 32 85 181 91 3 

阜 員オ 12 16 5 21 27 130 211 99 2 

金 城 17 22 15 35 56 278 423 190 8 
朝天日中 7 6 6 15 46 128 208 83 7 
q鳥 玉 20 24 19 36 54 198 351 167 5 
阜城(閥) 2 8 7 38 18 52 ? 125 58 1 

南城 宣 南 7 5 5 11 17 41 86 44 5 

卒 ~ 正 北 20 25 32 29 32 80 218 152 8 
北減 護 群 3 1 4 8 11 39 66 33 9 

日 中 29 21 ? 38 57 229 374 147 8 
開 タト 5 21 3 20 23 185 257 120 9 

計 1254 1 215 1 166 r.. 370 1 571 I 2190 1 3766 1五没、¥
中城 南 書事 87 53 14 28 61 222 465 260 8 

澄 清 34 32 15 24 33 146 284 153 2 
仁 主宮宰守 15 12 5 10 32 93 167 81 4 
明 H召 17 5 2 12 16 56 108 57 1 

e保 代 4 4 3 2 25 34 72 32 2 
東城 明 時 50 39 20 31 84 389 513 261 8 

責 華 43 24 10 17 52 183 329 170 3 
北居賢 22 28 8 22 54 166 300 150 8 

大
南居賢 9 8 13 27 71 196 324 148 5 
思 城 16 11 13 14 42 164 260 122 1 
朝陽(関〉 5 5 6 14 19 65 114 55 8 

南 城 正 東 73 34 59 115 120 267 668 367 2 
正 南 12 16 19 32 33 79 191 103 4 
正 西 39 46 70 61 55 139 410 236 6 
宣 オヒ 29 32 88 29 53 117 348 202 4 
主フヨ品て 南 11 30 34 37 34 77 223 130 1 
主ァ，主て多 北 38 41 39 72 46 186 422 233 5 
宣 南 8 6 24 26 21 47 132 73 9 

輿 北城 主フ7主q品 数 12 10， 6 30 26 95 179 88 0 
島昭 回 15 3 3 8 22 105 156 75 4 
立青 恭 7 7 13 17 42 189 275 122 6 
鐙 春 6 7 7 7 25 63 115 54 6 
金 肇 6 3 3 10 16 95 133 60 3 
数 忠 8 27 18 21 38 67 179 101 0 
安定(閥〕 1 1 2 12 16 6 7 

|総

計 15661 4叫 4931 667 11022 1 3152 1側 1;:石材¥

計 1820 1 6叫 ω11037115州問21ωω 12o2訟¥
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営
業
税
的
な
都
市
に
於
け
る
賦
課
と
し
て
は
、
ほ
か
に
商
税
が
残
っ
て
い
る
。
宋
代
の
商
税
は
過
税
と
住
税
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
客
商
か
ら
徴
牧
し
、
前
者
は
通
行
税
、
後
者
は
入
市
税
に
比
定
さ
れ
る
と
筆
者
は
思
う
が
、
住
税
は
坐
買
、
す
な
わ
ち
そ
の
土
地
の
商

⑬
 

人
が
支
梯
う
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
明
代
に
は
、
城
市
郷
鎮
の
庖
舗
を
開
張
す
る
家
に
は
、
等
則
に
よ
っ
て
課
税
す
る
。
市
建
門
構
税
。
が
あ

っ
恥
そ
れ
が
果
し
て
、
宋
の
住
税
に
繋
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
克
行
鏡
、や
科
卒
と
門
撰
税
や
北
京
の
行
舗
徴
銀
の
相
開
関
係
な

ど
に
つ

い
て
も
な
お
多
く
の
疑
問
は
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
都
市
居
住
者
に
劃
す
る
主
だ
っ

た
賦
課
を
、

と
も
か
く
も
列
摩
し
て
み
た
。
問
題
は
、

か
か
る
賦
課
、が
、
時
期
と
場
所
に
よ

っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
に
組
合
わ
さ
れ
、
そ
の
中
に
筋
道
を
つ
け
て
行
く
こ
と
が
か
な
り
困
難
な
黙
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
と
し
て
、

衣
に
都
市
内
の
官
有
地
の
居
民
の
負
措
に
つ
い
て
も
筆
を
さ
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

棲
庖
務

・
房
銭
・
そ
の
他
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宋
代
の
都
市
居
住
者
に
は
借
家
人
、
借
地
人
が
少
く
な
く
、
特
に
房
銭
と
呼
ば
れ
る
家
賃
を
支
梯
う
借
家
人
の
中
に
は
、
零
細
な
暮
し
の
人

⑬
 

戸
も
か
な
り
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
加
藤
繁
博
士
の
先
騒
的
研
究
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
博
士
首
時
に
は
利
用
で
き
な
か
っ

い
ま

一
度
こ
の
問
題
に
立
入
っ
て
み
た
い
。

宋
代
坊
郭
の
土
地
は
、
制
度
上
、
官
有
地
と
私
有
地
に
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
定
義
は
衣
の
よ
う
に
つ
け
ら
れ
る
。

今
天
下
州
都
、
王
土
有
二
、
一
日
税
地
、
税
地
有
和
買
役
銭
、
有
本
色
折
襲
、
有
科
敷
差
役
、

一
日
棲
庖
務
地
、
並
不
轍
納
諸
色
官
物
、
亦

無
差
科
敷
役
等
事
、
止
納
一
項
官
地
銭
市
己
、
比
之
税
地
、
貫
篤
優
軽
、
(
開
慶
四
明
志
巻
七
)

家
屋
土
地
の
借
貸
は
何
も
官
有
地
だ
け
で
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ま
ず
一
般
に
棲
庖
務
地
と
呼
ば
れ
る
都
市
内
官
有
地
か
ら
と
り
あ
げ

た
史
料
を
加
え
、

る
こ
と
に
す
る
。



棲
庖
務
地
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
官
の
手
に
揖
附
し
た
か
と
い
う
問
題
は
、
史
料
的
に
仲
々
つ
か
み
に
く
い
。
ま
た
そ
の
数
量
に
つ
い
て
も
、

⑮
 

全
圏
各
地
で
相
嘗
の
地
域
差
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
も
そ
の
淵
源
を
辿
り
得
る
も
の
を
探
る
と
、

一
つ
は
、
権
力
に
よ

っ
て
民
有

地
が
強
制
的
に
徴
護
乃
至
買
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
代
表
例
は
、

園
都
造
営
の
際
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
南
宋
の
初
頭
、

北
方
か
ら
皇
室
・
諸
官
聴
が
大
事
江
南
に
徒
り
、
臨
安
の
街
に
乗
込
ん
だ
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
混
飽
期

(草
創
期
)
に
は
力
関
係

に
よ
っ
て
多
く
の
土
地
が
官
有
に
な
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
は
な
か

っ
た
ろ
う。

紹
興
三
十
二
年
入
月
二
十
三
日
、
詔
、
臨
安
府
係
駐
蜂
之
地
及
四
方
衝
要
去
庭
、
有
民
間
団
地
、
負
官
司
所
占
、
或
作
寺
観
花
園
管
案
宮
字

等
γ

雄
己
減
克
二
税
、
訪
問
和
買
紬
絹
、
州
鯨
不
曾
障
税
除
諮
、
却
均
衆
戸
迭
納
、

(宋
曾
要

・
食
貨
十
ノ
二
ハ
)

に
そ
の
一
端
が
う
か
が
え
る
し
、
こ
れ
か
ら
十
年
た
っ
た
乾
道
八
年
に
も
、

九
月
二
十
一
日
、
詔
、
臨
安
府
域
内
外
及
屡
邑
、
臆
官
司
所
占
民
間
地
基
、
見
充
官
用
者
、
差
官
襲
貫
一
悉
輿
除
諮
租
税
、

(
宋
曾
要

・
食
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貨
六
一
ノ
六
七
)

と
同
じ
内
容
の
詔
勅
が
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
朔
っ
て
南
宋
初
期
に
於
い
て
は
、
さ
ら
に
臨
安
郭
内
の
土
地
所
有
の
移
動
が
激
し
か

っ
た
と
の
推
測
を

T

可
能
巳
す
る
。

第
二
に
、
逃
戸
・
絶
戸
の
波
宮
田
宅
が
官
有
に
な
る
ケ
l
ス
が
拳
げ
ら
れ
よ
う
。
奮
中
園
で
は
、
掻
凱
期
に
都
市
が
掠
奪
の
劃
象
と
さ
れ
た

こ
と
は
常
識
的
な
事
柄
で
、
掠
奪
者
が
軍
陵

・
盗
賊
を
問
わ
な
か

っ
た
こ
と
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
南
宋
初
期
、
金
軍
に
脹
繭
さ
れ
、
そ
の

あ
と
盗
賊
や
地
方
軍
国
が
攻
防
を
く
り
返
し
た
揚
子
江
、沿
い
の
都
市
の
場
合
、
逃
亡
や
殺
裁
の
た
め
相
嘗
量
の
無
主
の
回
宅
が
生
じ
、
そ
の
多
。
』

く
が
有
力
者
の
、
一
部
が
官
の
所
有
に
な
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

/

紹
興
二
年
四
月
十
一
日
、
徳
音
、
被
虜
人
戸
陥
賊
、
州
鯨
便
行
籍
浪
家
産
、
情
貫
司
衿

(宋
禽
要
・
食
貨
六
一
ノ
六
三
〉

と
い
っ
た
史
例
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
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第
三
に
、
瞳
法
や
市
易
法
を
は
じ
め
、
官
と
関
係
す
る
商
業
活
動
に
際
し
、
商
人
が
自
己
の
田
宅
を
抵
嘗
に
入
れ
て
物
貨

・
貨
幣
の
融
資
を
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受
け
、
そ
れ
が
逗
蹄
不
能
に
な
る
ケ
ー
ス
や
、
都
市
に
諸
大
な
財
産
を
積
ん
だ
有
力
者
が
罪
を
犯
し
て
家
屋
も
ろ
と
も
設
官
さ
れ
る
場
合
な
ど

も
決
し
て
稀
で
は
な
か
っ
た
。

都
市
内
の
官
有
屋
産
は
、
宋
代
に
な
る
と
多
く
が
上
に
述
べ
た
棲
庖
務
と
い
う
官
臆
で
管
理
さ
れ
た
。
い

っ
た
い
宋
代
に
は
、
商
税
務
、
権

貨
務
を
筆
頭
に
一
括
し
て
場
務
、と
呼
ば
れ
る
経
済
関
係
の
諸
官
聴
が
数
多
く
設
置
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
、
唐
の
六
典
的
な
官
制
の
枠
外
に
設
け

ら
れ
た
、
現
質
的
な
そ
し
て
ま
た
重
要
な
役
割
を
持
つ
役
所
で
あ
る
が
、
侮
統
的
な
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、

あ
っ
た
。
場
務
の
創
置
自
艦
、
時
代
の
性
格
を
物
語
る
で
き
ご
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
宋
初
か
ら
現
わ
れ
る
棲
庖
務
は
、
坊
郭
の

@
 

官
有
家
屋
、

倉
庫
、
土
地
の
管
理

・
賃
貸
を
主
要
職
掌
と
し
て
い
た
。
棲
庖
務
の
前
身
は
、

加
藤
博
士
の
研
究
さ
れ
た
内
荘
宅
使
で
あ
ろ
う
。

内
在
宅
使
は
、
唐
の
則
天
武
后
の
頃
か
ら
史
料
に
出
現
し
、
別
荘

・
第
宅
・
田
園
を
始
め
磁
櫨

・
庖
舗

・
車
坊

・
園
林
等
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

官
有
不
動
産
を
管
理
し
、
官
官
が
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
加
藤
博
士
は
そ
の
管
轄
地
域
を
別
に
都
市
と
限
つ
て
は
居
ら
れ
ぬ
が
、
引
用
さ
れ
た

闘
係
史
料
は
都
市
内
の
事
柄
と
見
倣
し
得
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
恐
ら
く
内
在
宅
使
は
賀
際
は
長
安
域
内
の
官
有
不
動
産
を
管
轄
し
、
必

要
と
あ
れ
ば
、
他
の
都
市
に
も
1

1
例
え
ば
洛
陽
の
東
都
荘
宅
使
の
如
き
|
|
荘
宅
使
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
段
ラ
ン
ク
の
下
る
ポ
ス
ト
で
も
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主
と
し
て
富
官
が
捲
嘗
し
て
い
た
所
謂
タ
使
職
。
は
、
宋
に
入
っ
て
新
し
い
姿
で
継
承
護
展
さ
れ
る
。
棲
庖
務
に
限
っ

て
言
え
ば
、

そ
れ
は
宮
庭
の
い
わ
ば
天
子
の
個
人
的
財
源
が
、
よ
り
贋
い
園
家
財
政
に
き
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
貨
幣
経
済
の

伸
長
、
都
市
の
護
展
に
よ
り
、
従
来
の
宮
中
家
計
補
助
的
な
任
務
が
梯
拭
さ
れ
て
、
園
家
財
政
の
中
で
一
定
の
地
位
を
興
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
都

市
の
賃
屋
居
住
者
の
意
味
が
増
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。
宋
初
、
棲
庖
務
の
牧
盆
の
用
途
と
し
て
、

@
 

同事
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
前
代
の
名
残
り
と
も
受
取
れ
る
。

唐
代
、

。替
用
中
脂
淳
之
用
。
と
い
う
項
目
が

し
か
し
、

宋
の
中
ば
以
降
は
、
棲
庖
務
の
利
潤
は
、

す
べ
て
戸
部
の
財
計
に
入

り
、
左
菰
庫
に
納
入
さ
れ
て
い
る
。

宋
代
棲
庖
務
に
開
す
る
現
存
史
料
は
、
園
都
開
封
に
は
比
較
的
纏
ま
っ
た
も
の
、が
残
っ
て
い
る
が
、
地
方
州
豚
都
市
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
十



分
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
が
、
北
宋
初
め
か
ら
、
開
封
と
杭
州
(
臨
安
)
に
設
け
ら
れ
て
い
た
黙
は
間
違
い
な
い
。
加
藤
博
士
は
こ
う
し
た
園
都

@
 

の
棲
庖
務
が
、
他
の
地
方
都
市
の
官
有
屋
地
を
管
轄
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
方
向
と
し
て
は
そ
う
し
た
可
能
性
は
強
い
が
、
地
方

都
市
に
も
棲
広
務
が
置
か
れ
て
い
た
痕
跡
も
見
出
し
得
る
。
威
淳
見
陵
志
(
鎖
、
江
府
)
に
見
え
る
、

棲
庖
務
、
園
初
始
置
京
師
、
又
魚
庖
宅
務
、
後
行
之
諸
郡
、

(
鎮
江
府
棲
庖
)
務
久
腰
、
所
牧
省
地
鏡
、
以
戸
曹
掌
之
(
巻
入
)

と
い
う
記
事
や
、
宋
史
職
官
志
の
戸
部
官
制
中
の
、

戸
部
左
曹
、
分
案
有
三
、

(
中
略
)
設
案
有
三、

日
房
地
、
掌
諸
州
棲
庖
務
房
廊
課
利
(
巻
一
六
三
)

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
曾
我
部
静
雄
氏
は
こ
う
レ
た
動
を
強
調
さ
れ
、
各
府
州
に
存
在
し
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
旬。

賞
際
に
は
、

齢
程
の
大

都
舎
で
な
い
と
棲
庖
務
と
い
う
濁
立
官
臆
を
設
け
る
ほ
ど
官
有
屋
産
が
あ
っ
た
と
考
え
に
く
い
。
永
祭
大
典
が
ひ
く
、
一
繭
建
汀
州
の
地
志
臨
汀

志
に
は
、
汀
州
府
城
の
房
廊
地
基
銭
を
載
せ
る
が
、
そ
の
額
は
年
間
組
計
五
百
三
十
貫
に
充
た
ず
、
附
郭
長
汀
牒
の
菟
役
銭
が
一
高
貫
近
い
の

と
比
較
し
て
、
さ
し
て
重
要
な
意
味
を
持
た
せ
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
お
お
む
ね
の
州
で
は
、
棲
庖
務
の
事
務
は
他
の
部
局
で
品
兼
務
し
て
い

日
二
税、

た
よ
う
で
、
こ
れ
も
永
楽
大
典
が
ひ
く
、
撫
州
府
志
中
の
宋
代
の
記
事
に
多
棲
庖
務
属
司
戸
臆
。
と
あ
る
の
や
、
淳
照
三
山
志
の
、

治
卒
記
、
左
脂
属
州
東
兵
馬
監
押
治
所
、
右
眉
属
州
南
兵
馬
都
監
治
所
、
後
合
篤
て
以
都
監
主
之
、
淳
照
元
年
、
以
隷
司
法
臆

(
巻
七
)

@
 

に
よ
っ
て
そ
れ
が
知
ら
れ
る
。
嘗
面
、
史
料
の
多
い
開
封
の
棲
庖
務
の
制
度
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
開
封
の
棲
庖
務
は
、
早
い
時
期
に
庖
宅
務
‘

と
改
稿
さ
れ
、
そ
れ
が
都
大
庖
宅
務
、
左
右
庸
庖
宅
務
な
ど
と
も
改
め
ら
れ
て
い
る
。
北
宋
中
期
に
入
る
と
、
庖
宅
務
は
開
封
を
東
西
南
席
に

二
分
し
て
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
開
封
に
限
つ
で
庖
宅
務
と
い
う
呼
名
を
使
い
、
し
か
も
太
府
寺
の
所
轄
に
属
す
る
の
は
何
か
意
味

が
あ
り
そ
う
だ
が
、
今
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
ぬ
。
な
お
南
宋
の
首
府
臨
安
で
は
、
棲
庖
務
の
名
稽
に
一
戻
一
っ
て
い
る
。
宋
初
に
は
庖
宅
務
の

長
官
に
は
、
下
級
文
官
、
武
官
と
官
官
の
三
者
が
充
て
ら
れ
て
い
た
が
、
大
中
鮮
符
六
年
に
、

左
右
席
、

文
武
各

一
人、

計
四
人
に
改
め
ら

れ
、
二
年
一
任
期
と
さ
れ
た
。
彼
ら
は
官
屋
の
借
貸
朕
況
、
修
理
、
再
建
と
牧
盆
銭
額
に
よ
っ
て
勤
務
評
定
を
さ
れ
た。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
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百
宅
務
の
長
官
は
、
監
嘗

(
監
臨
)
物
務
官
と
呼
ば
れ
る
グ
ル

ー
プ
の

一
人
で
、

エ
リ
ー
ト
コ

l
ス
か
ら
は
は
ず
れ
た
ポ
ス
ト
で
あ

っ
た
。
在
ー

-5.9-
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③
 

京
庖
宅
務
の
長
官
の
貫
例
と
し
て
は
、
司
馬
光
の
従
兄
の
司
馬
里
や
欧
陽
備
の
墓
誌
銘
が
あ
る
表
徳
山
内
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
る
が
、

@
 

高
官
位
は
知
州
ど
ま
り
で
、
治
浪
亭
で
名
高
い
文
人
蘇
舜
欽
な
ど
が
そ
の
任
に
あ
っ
た
の
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
最

こ
れ
ら
長
官
の
下
に
あ
っ
て
賀
際
の
職
務
を
分
捨
す
る
の
が
脅
更
で、

ま
ず
専
知
官
と
副
知
官
、
合
わ
せ
て
専
副
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
あ

る。

宋
代
に
は
、

多
く
の
官
署
に
専
副
の
存
在
が
知
ら
れ
る
。

彼
ら
は
官
と
言
う
字
は
つ
け
て
い
る
が

寅
際
や
る
こ
と
は
膏
吏
と
い
う
、

い
わ
ば
官
と
吏
の
合
い
の
子
的
位
置
に
あ
っ
た
。
楼
庖
務
の
専
副
は
三
司
所
属
の
軍
大
勝
と
呼
ば
れ
る
脅
吏
化
し
た
武
官
グ
ル

ー
プ
か
ら
選
ば

れ、

一
年
乃
至
二
年
そ
の
任
に
携
わ

っ
た
。
こ
の
下
に
勾
押
官

・
前
行

・
後
行
あ
る
い
は
手
分
と
い
っ
た
脅
吏
が
い
る
が
、
そ
の
具
鎧
的
な
職

掌
は
知
り
得
な
い
。
恐
ら
く
帳
簿
事
務
|
|
庖
宅
務
の
帳
簿
は
北
宋
中
期
の
仁
宗
天
聖
年
間
に
三
十
種
類
百
七
十
徐
部
も
あ
っ
た
ー
ー
を
取
扱

う
こ
れ
ら
膏
吏
の
下
に
、
貫
際
に
家
賃
や
借
地
料
を
徴
牧
す
る
雑
役
係
り
が
属
し
て
い
た
。
掠
銭
親
事
官
と
呼
ば
れ
る
五
十
人
前
後
の
人
た
ち

が
そ
れ
で
、
原
則
と
し
て

一
年
で
交
代
し
、
自
己
の
捨
嘗
区
域

・
家
屋
数
を
き
め
ら
れ
、
十
日
乃
至
一
ヶ
月
に
一
度
直
接
三
司
に
報
告
の
義
務

を
有
し
、
紋
損
が
生
じ
た
場
合
は
賠
償
の
責
も
負
わ
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
修
造
指
揮
と
名
づ
け
ら
れ
る
廟
軍
の
一
部
隊
が
置
か
れ
て
い
る
。

匝
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宅
務
所
属
の
官
有
地
は
、
土
地
だ
け
で
貸
す
よ
り
も
、
官
が
家
屋
を
建
て
、
そ
れ
を
貸
し
て
房
銭
を
徴
牧
す
る
場
合
が
多
く
、
そ
れ
が
ま
た
原

則
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
建
造
や
補
修
、
倒
壊
火
災
に
際
す
る
復
奮
を
受
持
つ
の
が
修
造
指
揮
で
あ
る
。
但
し
こ
の
修
造
指
揮
は
開
封
に
於
い
て

他
の
営
繕
事
業
を
行
う
諸
官
鹿
|
|
持
作
監
所
属
の
八
作
司

・
街
道
司

・
修
内
司
な
ど
ー
ー
と
も
開
係
が
あ
り
、
居
宅
務
専
属
で
あ
っ
た
か
ど

@
 

う
か
は
剣
ら
ぬ
。
な
お
杭
州
に
は
北
宋
以
来
、
棲
庖
務
指
揮
と
レ
う
庸
軍
の
一
部
隊
が
置
か
れ
て
お
り
、
開
封
の
修
造
指
揮
に
似
た
任
務
を
受

持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
借
地
料
と
家
賃
を
と
り
あ
げ
る
。
賃
貸
料
は
倣
銭
と
組
稿
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
従
い
、
建
造
物
の
な
い
土
地
だ
け
の
場
合
は
白
地

銭

・
白
地
租
銭
・
白
地
賃
銭
・
賃
地
銭
な
ど
と
呼
ば
れ
、

家
屋
を
含
む
時
に
は
房
銭

・
房
廊
銭

・
房
絹
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
建
造
物
の
場
合
に

は
、
広
舗
・
倉
庫
・
掠
館
な
ど
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
接
利
潤
を
あ
げ
得
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
恐
ら
く
房
銭
は
、
家
屋
と
土
地
柄
を
勘



案
し
て
徴
牧
さ
れ
、
営
業
に
よ
る
牧
入
は
別
一途
に
課
税
。さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

、棲
庖
務
の
蹴
銭
は
園
家
財
政
上
は
課
利
と
い
う
項
目
に
含
ま
れ
、
直
接
税
の
南
税
す
な
わ
ち
賦
入
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た。

全
園
的
な
歳
入

額
は
剣
ら
ぬ
が
、
開
封
庖
宅
務
の
そ
れ
は
、
北
宋
中
期
十
四
高
貫
か
ら
十
五
高
貫
に
達
し
て
い
る
。
宋
舎
要
に
は
、
員
宗
の
大
中
群
符
か
ら
仁

宗
の
天
聖
に
か
け
て
、
庖
宅
務
の
こ
ま
か
い
歳
入
額
を
あ
げ
て
お
り
、
開
封
の
研
究
に
は
多
少
の
参
考
に
な
る
。
上
述
の
よ
う
に
庖
宅
務
は
左

・
右
の
雨
周
に
管
轄
匡
を
分
け
て
い
た
。
こ
こ
で
言
う
廟
は
宋
代
都
市
区
劃
に
普
通
に
使
わ
れ
る
廟
と
は
異
り
、
単
に
開
封
城
の
東
側
左
牟
分

と
西
側
右
半
分
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
の
年
間
牧
入
と
家
屋
敷
は
大
略
次
表
の
通
り
だ
が
、

一
見
し
て
雨
廟
の
屋
数
が
ほ
ぼ
ひ
と
し
い
の
に

封
L
、
課
利
数
に
差
が
あ
る
の
に
気
付
か
れ
よ
う
。
宋
曾
要
方
域
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
開
封
の
脂
別
の
戸
数

・
坊
数
統
計
を
み
て
も
、

城
内
東

宇
部
は
西
宇
部
に
く
ら
べ
繁
華
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が、

こ
の
庖
宅
務
統
計
か
ら
も
そ
れ
が
窺
え
る
。
ま
た
嘗
然
の
こ
と
な
が
ら
、

庖
宅
務
の
俄
鎮
の
車
債
に
も
、
場
所
に
よ

っ
て
差
異
が
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
確
認
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
個
々
の
棲
庖
務
家
屋
の
房
銭
額
を
直

接
知
る
史
料
は
甚
だ
少
く
、
と
り
あ
え
ず
幾
つ
か
の
例
を
提
示
し
て
お
く
だ
け
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
開
封
の
上
記
統
計
か
ら
は
一
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年時 |賄|課利額働|家屋間数

左 88，757 
鮮符5

右 54，792 
(1012) 

143，549 

左 85，880 
天稽1

右 54，213 
(1017) 

140，093 23，300 

左 82，939 13，300 
天聖3

右 51， 700 12，800 
(1025) 

134，639 26，100 

日
一
間
卒
均
一
六
銭
と
い
う
数
値
が
出
る
。
こ
れ
は
、
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(
中
略
)

謄
倣
官
舎
居
、

賦
直
十
五
銭
者
、

毎
正
至
寒

大
中
鮮
符
八
年
正
月
詔
、

食
、
菟
三
日
之
直
〈
宋
禽
要
・
食
貨
五
五
ノ
五
)

と
い
う
十
五
銭
に
近
い
。

照
寧
十
年
七
月
十
二
日
、
(
前
略
)
近
勘
舎
、
左
右
廟
庖
宅
務
、
有
空
閑
舎
地
基
数

甚
多
、

(中
略
)
勘
舎
、
左
廟
六
百
四
問
、
右
周
五
百
八
十
八
問
、
日
約
較
銭
二
百

二
貫
五
百
二
十
九
文
足
(
宋
舎
要
・
食
貨
五
五
ノ
一

三
)

一方、

一
日

一
間
卒
均

一
七

O
鏡
と
十
倍
近
い
数
値
に
な
る
。
物
債
の
値

か
ら
計
算
す
る
と
、

上
り
を
考
慮
に
入
れ
て
も
こ
れ
は

高
く
、

そ
の
た
め
に
借
手
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
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ぃ
。
ま
た
南
宋
の
例
と
し
て
は

照
射
、
目
今
天
色
充
陽
、

以
上
、
放
十
日
、

(
中
略
)
縞
慮
細
民
不
易
、
所
有
官
私
房
廊
白
地
銭
、
自
七
月
初
二
日
局
頭
、
五
十
文
以
上
、
放
五
日、

(
朱
子
別
集
巻
九
、
放
官
私
房
廊
白
地
銭
約
束
)

五
十
文

ゃ
、
開
慶
四
明
志
中
の
養
済
院
運
営
費
の
た
め
の
借
家
で
、

る
。
但
し
前
者
で
は
、

一
間

一
目
、

四
一

七
銭
、

二
七
七
銭
、

二
O
O銭
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ

一
人
の
負
措
額
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
車
位
面
積
あ
た
り
の
数
値
は
剣
ら
ぬ
し
、

後
者
は
十
七
界
曾
子
で
計
算

さ
れ
て

い
る
た
め
直
接
に
は
北
宋
と
比
較
で
き
に
く
い
。

屋
税
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
房
銭
や
賃
地
銭
の
額
も
、

立
地
の
繁
閑
に
基
づ
き
、
家
屋
の
大
小
を
勘
案
し
て
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

天
聖
二
年
三
月
、
三
司
言
、
庖
宅
務
賃
宅
、
多
乞
添
蓋
涼
棚
、
在
破
材
料
、
縁
所
賃
只
擦
屋
間
架
、
欲
乞
今
後
更
不
蓋
造
、
従
之
(
宋
舎
要

-
食
貨
五
五
ノ
五
〉
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で
は
、

間
架
づ
ま
り
柱
聞
の
多
少
に
ウ

ェ
イ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
ま
た
す
べ
て
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は

:
、。

チ
九
し前

掲
、
沈
携
の
宛
署
雑
記
に
は
、
明
代
北
京
の
官
有
家
屋
の
賃
貸
が
や
は
り
記
鋒
さ
れ
て
レ
る
。

洪
武
初
、

北
卒
兵
火
之
後
、
人
民
甫
定
、
至
永
祭
、
改
建
都
城
、
猶
稿
行
在
、
商
買
未
集
、

市
塵
街
疏
、

奉
旨、

皇
城
四
門
、

鐘
鼓
棲
等

慮
、
各
蓋
舗
房
、
除
大
奥
鯨
外
、
本
鯨
地
方
共
蓋
廊
房
八
百
一
間
牢
、
召
民
居
住
、
庖
房
十
六
問
中
て
召
商
居
貨
、
組
謂
之
廊
房
云
、
房
覗

衝
僻
、
分
三
等
、
内
大
房
四
百
四
十
三
問
、
毎
間
毎
季
納
紗
四
十
五
貫
、
銭
九
十
文

(巻
六
、
廊
頭
)

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
廊
房
と
庖
房
は
、
北
京
の
北
・
西

一
帯
の
城
門
聞
の
大
街
と
、
諸
門
の
周
園
に
、
か
な
り
強
い
政
治
的
意
園
を
も

っ
て
創
置
さ
れ
た
と
い
え
る
。
文
中
の
大
・
中
・
小
房
は
一

見
房
子
の

大
小
の
よ
う
で
も
あ
る
が
、
房
硯
衝
僻
分
三
等
と
言
っ
て
い
る
こ
と

や
、
下
文
で
詳
細
に
各
房
子
の
所
在
を

γ

列
記
し
て
い
る
部
分
を
検
討
す
る
と
、
大
房
は
内
城
北
面
の
北
安
門
か
ら
北
に
向
う
大
街
に
沿
う
、
海



子
橋
・
鼓
棲
・
鐘
棲
の
東
西
南
港
と
、
外
城
西
南
の
宣
武
門
内
に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
安
定
・
徳
勝
・
西
直
・
阜
械
な
ど
外
域
諸
門
周
囲
は

殆
ん
ど
が
小
房
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
一
間
の
大
き
さ
は
重
一
で
、
場
所
柄
に
よ

っ
て
三
等
に
分
け
ら
れ
た
臭
い
も
す
る
。
宛
署
雑
記
の
北

京
の
有
様
は
、
南
宋
臨
安
の

(
前
略
)
粂
官
私
房
屋
及
基
地、

多
是
賃
居
、
還
倣
金
或
出
地
鏡
、
但
屋
地
銭

・
倶
分
大
中
小
三
等
銭
、
如
遇
前
件
祈
篇
恩
典
、
官
司
出
務

除
放
房
地
鏡
、
大
者
三
日
至
七
日
、
中
者
五
日
至
十
日
、
小
者
七
日
至
牢
月
(
夢
梁
録
巻
十
八
)

と
一
線
上
に
置
い
て
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
房
銭
と
地
基
銭
〈
賃
地
銭
〉
は
そ
の
所
在
の
繁
閑
|
|
嘗
時
の
言
葉
で
言
え
ば
緊
庭

・
漫
慮

ー
ー
に
従
っ
て
区
分
さ
れ
、
各
等
の
中
で
は
贋
さ
(
間
数
〉
に
よ

っ
て
徴
牧
額
が
算
定
さ
れ
た
と
見
倣
し
得
る
。
夢
梁
録
に
見
え
る
臨
安
の
例

で
は
、
房
銭
と
地
銭
(
賃
地
銭
)
に
匡
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
等
に
等
級
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
匡
別
は
、
元
代
の
至
順
鎖
江
志
巻
六
に
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
あ
る
程
度
普
遍
的
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い

0
1

棲
庖
務
の
土
地
に
つ
い
て
語
る
時
に
、
開
慶
四
明
志
の
記
事
を
外
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
は
詳
細
に
郵
豚
城
(
同
時
に
明
州

・
慶
元
.

府
城
)
内
部
の
棲
庖
務
地
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
房
銭
・
間
教
に
よ
る
計
算
法
で
な
く
、
丈
尺
に
よ
る
土
地
面
積
と
徴
牧
銭
額
で
統
計

が
出
て
い
る
貼
に
特
色
が
あ
る
。
開
慶
四
明
志
巻
七
、
棲
庖
務
地
は
ま
ず
次
の
書
出
し
で
始
ま
る
。

紹
興
経
界
内
ベ
該
載
棲
庖
務
地
、
計
二
蔦
九
千
九
百
三
十
丈
二
尺
五
寸
、
及
分
等
則
、
今
略
具
如
后
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い
う
ま
で
も
な
く
紹
輿
経
界
法
は
、
江
南
に
追
い
や
ら
れ
た
宋
王
朝
が
、
新
天
地
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
や
税
制
の
混
範
を
拾
牧
整
備
せ
ん

@
 

と
し
た
も
の
で
、
紹
興
十
二
年
李
椿
年
の
献
議
で
卒
江
府
(
蘇
州
)
よ
り
着
手
さ
れ
、
同
十
九
年
に
は
殆
ん
ど
全
園
に
賓
施
さ
れ
た
。
鰹
界
法

は
農
村
の
み
で
な
く
、
都
市
を
も
封
象
と
し
た
こ
と
は

紹
興
十
五
年
二
月
十
日
、
王
鉄
一
吉尺

て

今

来

措

置

、

所

有

逐

州

牒

鋸

坊

郭

宮
司
地
段
、
亦
合
一

種
施
行
(
宋
曾
要
・
食
貨
六
ノ

(
中
略
)
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と
あ
る
貼
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
質
例
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
て
二
高
九
千
九
百
三
十
(
卒
方
)
丈
と
い
う
と
一
丈
を
偲

り
に
三
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、

一
卒
方
丈
は
九
卒
方
メ
ー
ト
ル
'だ
か
ら
、
約
二
十
六
高
九
千
三
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
こ
れ
は

一
溢
五

百
十
九
メ
ー
ト
ル
四
方
の
康
さ
で
あ
り
、
ご
く
大
雑
把
に
見
積
っ
た
郵
牒
域
内
の
面
積
三
百
五
十
高
卒
万
メ
ー
ト
ル
の

一
割
に
も
及
ば
な
い
。

紹
興
の
経
界
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
棲
庖
務
地
は
三
等
に
大
分
け
さ
れ
、
各
等
が
更
に
三
分
さ
れ
る
。
所
謂
三
等
九
則
に
等
級
づ
け
ら
れ
た
。

各
等
の
具
践
的
な
賃
貸
銭
額
は
剣
ら
ぬ
が
、

そ
の
生
き
た
分
布
献
況
は

一
つ
一
つ
書
き
蔑
さ
れ
て
い
る
。
宋
代
の
郵
鯨
域
内
は
四
賄
に
分
け
ら

東
北

・
東
南
賄
は
武
康
郷
、

西
北

・
西
南
賄
は
東
安
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

て
の
役
割
は
殆
ん
ど
果
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
開
慶
四
明
志
で
は
、
第
一
等
上
則
以
下
第
三
等
末
則
に
至
る
ま
で
、
各
則
を
こ
の
東

安

・
武
康
雨
郷
に
分
け
た
十
八
項
目
を
立
て
、
各
々
に
つ
い
て
例
え
ば
失
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

れ

も
っ
と
も
こ
の
郷
は
形
式
上
だ
け
で
、

郷
村
制
の
郷
と
し

第
一
等
中
則
、
東
安
郷
、
自
貫
前
南
西
雨
岸

・
取
市
心
橋
、

自
南
湖
頭
・
西
取
醤
酒
務
橋
、
自
四
明
橋

・
南
取
行
街
前

・
至
君
著
橋

・
弁
奮
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瓦
子
内
、
白
、
氷
一
揖
西
街
南
北
雨
岸

・
直
取
朝
京
門
住

こ
れ
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
が
浮
ば
ぬ
の
で
、
乾
道

・
賓
慶

・
開
慶
四
明
志
を
た
よ
り
に
、
宋
代
郵
鯨
の
想
定
復
原
園
を
作
成
し
て
み
た
。
鄭
鯨

は
宋
だ
け
で
な
く
、
元

・
清

・
民
園
と
歴
代
盟
富
な
地
志
が
連
鎖
し
て
残
っ
て
お
り
、
か
っ
そ
の
立
地
僚
件
|
|
南
か
ら
来
る
奉
化
江
と
北
か

ら
来
る
挑
江
が
そ
れ
ぞ
れ
城
の
東
南
と
東
北
を
流
れ
て
合
流
し
、
西
北
と
西
南
面
は
こ

の
南
河
の
水
を
ひ
レ
た
運
河
で
限
ら
れ
る
ー
ー

か
ら
、

時
代
に
よ
る
移
動
が
甚
だ
少
い
た
め
、
復
原
に
は
比
較
的
繁
な
都
市
で
あ
る
。

お
ま
け
に
こ
の
隠
す
な
わ
ち
寧
波
は
、
特
に
宋
代
、

日
本

・
朝

鮮
交
通
の
門
戸
と
し
て
、
市
舶
司
も
設
け
ら
れ
、
歴
史
的

・
地
理
的
に
看
過
で
き
ぬ
場
所
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
地
園
作
成
を
試
み
て
お
く
の

も
、
棲
庖
務
だ
け
の
た
め
で
は
な
い
。

さ
て
想
定
地
固
と
三
等
九
則
、
十
八
項
目
中
の
地
名
を
つ
き
合
わ
せ
て
ゆ
く
と
、
殆
ん
ど
域
内
全
部
の
地
域
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
剣

る
。
叙
述
の
形
式
は

e
自
l

l

取
l

l
(
住
Y
と
か
多
自
1

1

至
l
I

(
止
γ
が
一
臣
切
り
で
、
そ
の
間
一
キ
ロ
近
く
に
及
ぶ
場
合
も
あ
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
三
等
九
則
は
、
棲
庖
務
地
だ
け
で
は
な
く
、
都
線
城
内
全
部
の
三
等
九
則
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
。
常
識
的



な
こ
と
な
が
ら
、
都
市
部
で
、
目
貫
通
り
に
沿
う
繁
華
街
や
、
城
外
と
の
交
通
の
要
衝
に
一
等
地
が
多
く
、
ま
た
同
じ
等
則
で
も
、
か
な
り
こ

ま
か
く
分
散
貼
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
郵
牒
は
、
東
南
廟
の
北
半
と
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
西
南
賄
の
一
部
が
に
ぎ
や
か
で
、
こ
う
し

た
地
域
の
住
宅
街
は
大
瞳
二
等
地
、
城
の
周
漣
や
、
小
巷
の
中
は

多元
係
第
二
等
下
則
、

無
出
入
路
、
降
入
此
等

(
三
等
上
則

γ
な
ど
と
あ

る
よ
う
に
三
等
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

紹
興
経
界
法
で
約
三
高
卒
方
丈
あ
っ
た
鄭
鯨
の
棲
庖
務
地
は
、

賃
貸
料
が
民
間
に
比
較
し
て
安
債
の
た
め、

有
力
者
が
借
り
受
け
て
ま
た
貸

し
し
た
り
、
或
い
は
脊
吏
と
共
謀
し
て
私
有
地
に
饗
え
る
等
の
解
害
を
生
じ
た
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
こ
と
は
、

開
封
庖
宅
務
や
そ
の
他
の
棲

庖
務
地
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

賓
結
六
年
十
二
月
、
有
告
子
郡
者
、
以
震
本
府
棲
庖
務
地
、
自
来
有
租
賃
官
司
地
段
、
全
不
納
官
鏡
、
而
私
以
轄
賃
於
人
、
自
牧
賃
銭
者
、

有
止
納
些
少
賃
銭
而
影
射
者
、
有
十
除
丈
地
、
市
歳
納
官
鏡
、
不
能
十
数
文
者
、
有
坐
援
要
問
之
地
三
数
十
文
、
而
分
文
不
納
者
、
有
連
葺

接
棟
、
跨
巷
渉
里
、
競
馬
府
第
之
地
、
而
不
敢
過
而
問
者
、

途
使
貧
者
日
償
賃
銭
、
而
富
者
白
享
厚
利
(
開
慶
四
明
志
巻
七
)

か
く
て
百
年
を
隔
て
た
理
宗
賓
結
年
聞
に
は
そ
の
字
数
が
棲
庖
務
の
帳
簿
か
ら
消
え
失
せ
た
。
た
だ
郵
鯨
は
南
宋
に
入
っ
て
も
設
展
を
績
け
、

奮
域
内
は
飽
和
欣
態
に
達
し
、
西
の
朝
京
門
外
、
越
州
・
臨
安
代
の
孔
道
沿
い
と
、
東
の
域
外
、
現
在
も
繁
楽
す
る
挑
江
・
奉
化
江
の
三
角
洲

上
の
南
東
脂
に
市
域
が
擦
が
り
、
そ
こ
に
も
棲
庖
務
地
が
で
き
て
、
次
表
の
よ
う
な
統
計
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

一
丈
卒
方
つ
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ま
り
九
卒
方
メ
ー
ト
ル

(
二
坪
と
四
分
の
一
)
あ
た
り
の
卒
均
税
額
は
、
十
八
界
曾
子
で
奮
域
内
が
年
間
六
百
文
蓋
で
あ
る
の
に
比
し
て
、
新

開
地
で
は
四
百
文
弱
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
地
基
は
、

姑
以
隣
郡
等
則
、
給
由
職
租

紹
興
の
三
等
九
則
が
循
用
さ
れ
て
レ
た
と
は
言
え
ぬ
が
、
さ
し
て
大
差
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
郵
鯨
の
棲
庖
務
地
統
計
が
、

鏡
、
地
銭
を
合
し
た
も
の
か
地
錨
だ
け
の
も
の
か
は
何
と
も
言
え
ぬ
。

さ
き
の
開
封
庖
宅
務
の
統
計
と
の
差
異
に
つ
い
て
も
良
く
剣
ら
ぬ
が
、

無
理
に
考
え
れ
ば
、
開
封
や
北
京
の
よ
う
に
、
園
都
と
い
う
特
性
を
持
ち
、
あ
る
程
度
人
魚
的
に
作
ら
れ
た
都
市
で
は
、
公
営
住
宅
を
経
営
維

と
あ
る
か
ら
、

房

331 
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脂 地 | 年納官銭 I 1丈卒均

東南
女

3053，5，6 I 1904，685 623 

東北 6180，4，6 I 3978，393 644 

西南 3727，9，7 2522，899 676 

西北 3751，1，1 2262，880 629 

府西 2665，4，2 1055，954 396 

尚 東 5086，5，8 2014， 100 396 

持
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
か
つ
可
能
で
あ
っ
た
。

し
か
し
地
方
都
市
で
は
、

た
と
え
ば
在
官

・
戸
絶
と
い
っ

た
形
で
官
有
に
信仰
し
た
家
屋
か
ら
房
銭
を
と
っ
て
貸
出
す
こ
と
も
な
く
は
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
大
部
分
が
土

地
の
評
債
で
貸
出
し
、
従
っ

て
こ
の
よ
う
な
違
い
が
出
て
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

俄
銭
が
日
割
計
算
に
な
っ

て
い
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

既
連
の
如
く
開
封
庖
宅
務
の
房

銭
は
掠
銭
親
事
官
の
手
で
徴
牧
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
関
係
し
た

大
中
鮮
符
六
年
六
月
(
前
略
〉
又
選
三
司
親
事
官
五
十
人
、
掠
銭、

合
屋
間
橡
地
段
銭
数
、
分
月
掠
日
掠
数
、
立
限
迭
納

(
宋
舎
要

・
食
貨
五
五
ノ
四
)

一
年

一
替
、
人
給
印
暦
、
開
坐
地
分

と
い
う
記
事
や
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天
聖
七
年
六
月

(
前
略
U

本
務
第
分
定
銭
数
、
税
日
馬
界
、
牧
掠
、

(
中
略
)
若
人
戸
賃
屋
多
者
、
却
自

暮
し
、

な
ど
に
よ
れ
ば
、

零
細
な
慌
銭
は
貫
際
に
毎
日
徴
牧
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
居
宅
務
家
屋
の
庖
子
に
は
、
そ
の
日

三
月
一
赴
務
迭
納
、
内
賛
下
戸
、

日
納
崎
零
、
並
是
親
事
官
牧
掠

(
宋
曾
要

・
食
貨
五
五
ノ
一

一
)

目
、ぜ
に
稼
ぎ
の
人
達
が
多
く
、
彼
ら
は
都
市
城
内
の
商
業
や
日
傭
傍
働
で
生
活
し
、
家
財
と
て
殆
ん
ど
持
た
ぬ
朕
態
で
あ
っ
た
こ
と
を

窺
わ
し
め
る
。
多
至
や
寒
食
、
あ
る
い
は
大
雲
や
長
雨
で
、
戸
外
の
仕
事
が
で
き
に
く
い
時
に
、
必
ず
房
銭
幾
日
か
を
菟
除
す
る
と
の
布
告
が

出
さ
れ
石
の
は
、
単
な
る
恩
典
ば
か
り
で
な
く
、
現
質
的
意
味
も
加
わ
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
他
方
、

全
部
が
そ
う
で
な
い
に
せ
よ
、
零
細
な

い
た
誼
左
で
も
あ
り
、

房
銭
が
毎
日
貨
幣
で
徴
牧
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
庖
宅
務
の
庖
子
が
毎
日
何
が
し
か
の
貨
幣
を
手
に
入
れ
、
貨
幣
経
済
の
中
で
生
計
を
た
て
てな

こ
の
貼
は
十
世
紀
、

少
な
く
と
も
園
都
に
於
け
る
貨
幣
経
済
の
あ
り
方
に
つ
き
重
要
な
示
唆
を
提
供
し
て
い
る。

ぉ
、
庖
宅
務
以
外
の
他
の
都
市
に
お
け
る
倣
銭
徴
牧
の
様
子
は
殆
ん
ど
知
り
得
な
い
。

全
文
集
に
み
え
て
い
る
。

わ
ず
か
に
、
南
宋
の
一幅
建
湾
州
の
一
例
が
北
浜
先
生
大



パ
前
略
〉
構
以
州
勝
二
河
居
民
千
百
家
、
前
集
官
路
貨
地
、
元
栴
棲
百
務
鏡
、
(
中
略
〉
棲
庖
務
鏡
、
古
例
委
甲
頭
、
催
前
取
足
、
今
雄
不

用
申
頭
、
而
都
監
人
吏
、
按
月
寵
門
、
批
暦
領
去
、
無
容
有
失
者
(
巻
四
十
四
、
上
胡
寺
丞
論
重
紐
侵
河
銭
〉

こ
れ
に
よ
る
と
、
最
初
は
隣
保
内
で
順
番
に
就
役
す
る
甲
頭
の
手
で
徴
放
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に
都
監
の
混
同
吏
が
毎
月
、
各
戸
を
回
る
よ

う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
纏
っ
た
地
域
に
、
官
有
地
・
官
屋
が
集
中
し
て
い
れ
ば
、
借
用
者
が
徴
牧
人
を
輪
番
で
出
す
こ
と
も
六
ケ
敷
く
は
な

く
、
先
の
北
京
の
廊
庖
も
そ
う
し
た
方
法
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
宋
代
で
は
、
大
抵
、
脅
吏
が
日
ご
と
乃
至
月
ご
と
に
分
け
て
徴
牧
し
て

歩
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
襲
読
し
た
官
有
屋
地
の
ほ
か
、
私
有
地
で
は
家
屋
・
倉
庫
の
借
貸
が
レ
っ
そ
う
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
都
市
の
構
成
や
経
済

活
動
と
も
連
関
が
あ
る
こ
と
と
て
、
今
後
と
も
き
め
こ
ま
か
く
追
及
さ
れ
て
良
い
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
と

ど
め
る
。
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最
近
、
日
野
開
三
郎
氏
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
邸
庖
1

1
旗
館
・
飲
食
・
倉
庫
業
を
品
兼
備
し
た
も
の

l
ー
の
研
究
が
精
力
的
に
行
わ
れ
て
い

@
 

る
。
五
代
か
ら
宋
へ
と
、
統
一
王
朝
の
成
立
に
伴
い
、
産
業
の
興
隆、

全
園
的
な
商
業
活
動
の
加
速
的
準
展
と
と
も
に
、
都
市
に
お
け
る
邸
庖

業
・
倉
庫
業
な
ど
は
更
に
飛
躍
的
に
護
達
し
、
か
つ
細
分
化
し
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
権
力
と
結
び
つ
く
有
力
者
た
ち
の
恰
好
の
稼
ぎ
場
所

と
も
な
っ
た
。
既
に
五
代
後
菅
の
時
代
、
宰
相
桑
維
翰
に
つ
い
て
、

ハ
天
一
幅
四
年
間
七
月
)
西
京
留
守
楊
光
遠
疏
、
中
書
侍
郎
同
卒
章
事
桑
維
翰
、
蓮
除
不
公
、
及
管
邸
時
埠
子
商
都
、
興
民
争
利
、

(
資
治
通
鑑

巻
二
八
二
〉

と
言
わ
れ
た
動
き
は
宋
に
至
っ
て
も
と
ど
ま
ら
ず
、
表
向
き
は
、
例
え
ば
、

大
中
鮮
符
七
年
間
二
月
二
日
、
詔
、
見
任
近
臣
、
除
所
居
外
、
無
得
於
京
師
、
贋
置
屋
業
(
宋
曾
要
・
刑
法
二
ノ
一
六
)

の
よ
う
に
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
て
も
、

333 
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且
諸
王
邸
、

多
殖
産
市
井
、

日
取
其
資
(
長
編
一
八
七
、
嘉
一
路
三
年
八
月
辛
酉
)

と
台、時

故
相
夏
棟
、
邸
庖
最
贋
(
長
編
一
九

O
、
嘉
一
両
四
年
十
二
月
甲
子
)

と
い
う
紋
態
は
饗
ら
な
か
っ
た
。
五
代
か
ら
す
で
に
大
都
市
に
は
侵
街
と
て
道
路
の
不
法
占
嫁
が
め
だ
っ
て
来
る
が
、
こ
れ
も
有
力
者
が
自
己

の
貸
地

・
貸
屋
を
ふ
や
さ
ん
と
し
て
起
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
次
の
史
料
は
宋
初
の
一
例
で
あ
る
。

京
城
街
巷
狭
陸
、
命

(
謝
〉
徳
権
贋
之
、
既
受
詔
、
則
先
撤
貴
要
邸
舎
、

翠
議
紛
然
、

止
、
今
温
事
者
、
皆
様
豪
輩
、
喜
屋
室
慨
賃
耳
、
非
有
他
也
(
宋
史
三

O
九

・
謝
徳
楼
俸
〉 有

詔
止
之、

徳
権
面
請
目
、

臣
己
受
命
、
不
可
中

倉
庫
業
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
泊
江
や
大
運
河
沿
い
、
あ
る
レ
は
園
都
な
ど
で
は
、
大
き
な
利
殖
の
手
段
で
あ
り
、
南
宋
臨
安
の
次
の
描
潟

@
 

で
だ
い
た
い
を
推
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
前
略
)
富
豪

・
内
侍
・
諸
司
等
人
家
、

貨
、
弁
動
自
室守
物
(
夢
梁
録
巻
十
九
、
場
房
)

子
水
次
起
造
場
房
数
十
所、

魚
屋
数
千
問
、
専
以
偲
賃
興
市
郭
間
舗
席
宅
合
、

及
客
按
寄
臓
物

一70ー

貸
家
の
方
も
こ
れ
に
劣
ら
ず
、
都
市
に
お
け
る
有
力
な
殖
財
の
手
段
で
あ
っ

た
。
坊
郭
戸
の
資
産
評
債
の
一

規
準
と
し
て
、

@
 

す
る
こ
と
幾
ら
。
と
い
う
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
の
も
借
家
業
の
普
遍
化
が
な
い
と
辻
棲
が
合
わ
ぬ
。
南
宋
中
期
の
建
康
府
の
例
で
、

房
廊
あ
る
家
は
少
き
者
で
日
に
銭
三

・
二
十
千
を
掠
す
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
か
な
り
多
く
の
家
作
を
持
つ
者
が
あ
っ
た
こ
と
が

都
市
内
に
は
借
家
人
が
想
像
以
上
に
多
か
っ
た
こ
と
に
も
な
る
。

。日
に
房
銭
を
掠

推
測
さ
れ
る
。

裏
を
返
す
と
、

明
ら
か
に
開
封
の
例
と
思
わ
れ
る
史
料
を

二
、
三
拾
お
う
。
員
宗
が
開
封
予
時
代
、
そ
の
下
に
あ
り
、
の
ち
極
密
副
使
に
至
っ
た
楊
晴
は
曲
り
く
ね
っ
た
晒
巷
に
家
を
借
り
、
そ
の
喪
式

@
 

に
向
っ
た
員
宗
は
難
儀
し
て
い
る
。
ま
た
宰
相
の
李
肪
・
目
端
は
任
官
の
は
じ
め
と
も
に
借
家
住
い
を
し
て
い
た。

李
肪
呂
端
同
践
文
館
、
後
各
登
蓋
輔
、
日
公
贈
李
公
詩
目
、
憶
昔
俄
居
明
徳
坊
、
官
責
倶
是
校
書
郎
(
青
箱
雑
記
巻
玉
〉

明
徳
坊
は
開
封
の
左
第
一
周
に
属
し
、
良
い
場
所
柄
に
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、



某
鹿
奉
時
、
己
獲
薦
、
赴
南
省
、
俄
居
省
前

t

作
上
散
屋
中
(
績
明
道
雑
誌
〉

の
よ
う
に
、
科
挙
受
験
者
が
開
封
で
借
家
し
て
い
る
例
も
稀
で
は
な
い
?
さ
ら
に
北
宋
の
は
じ
め
に
は
、
宰
相
と
て
も
借
家
住
い
を
し
て
い
た

痕
跡
が
あ
る
。

異
時
、
執
政
在
私
第
、
皆
俄
居
、
照
寧
初
、
撤
南
北
作
坊
、
起
東
西
二
府
八
位

(
塵
史
下
)

官
員
が
任
地
に
お
い
て
借
家
に
住
み
、
あ
る
い
は
役
所
そ
の
も
の
が
借
家
で
あ
る
こ
と
も
珍
ら
し
く
は
な
か
っ
た
。

先
是
、
大
理
寺
官
、

.
散
居
俄
舎
(
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
甲
集
巻
五
、
大
理
獄
非
得
旨
不
許
迭
理
官
宅
〉

は
臨
安
の
一
例
で
あ
り
、
慶
元
府
に
お
い
て
も
、
軍
司
令
官
が

。初
俄
民
居
'
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(
賓
慶
四
明
志
巻
三
)。

い
う
ま
で
も
な
く
借
家
に
住
む
人
た
ち
の
大
部
分
は
、
必
ず
し
も
裕
福
な
階
層
で
は
な
く
、
そ
の
日
暮
し
の
貧
民
も
少
く
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
う
し
た
場
合
家
主
(
業
主
)
と
庖
子
(
賃
戸
)
の
聞
に
は
、
農
村
の
地
主
と
佃
戸
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
関
係
が
生
じ
た
と
考
え
て
良
い
。
雨

者
の
聞
に
は
嘗
然
一
定
の
契
約
に
よ
る
貸
借
関
係
が
成
立
し
て
い
た
が
、
そ
の
力
関
係
の
具
合
で
、
地
主
・
佃
芦
関
係
に
お
吋
る
剥
佃

l
l小

作
料
の
釣
上
げ
に
よ
る
小
作
権
の
剥
奪
ー
ー
に
も
似
た
現
象
も
起
っ

て
い
る
。
棲
庖
務
の
屋
地
で
は
、
年
聞
の
徴
牧
規
定
額
が
調
達
し
得、ず
、

そ
の
穴
う
め
を
徴
牧
可
能
者
に
割
増
し
す
る
と
い
う
形
で
、
家
賃
値
上
げ
が
企
て
ら
れ
る。

北
宋
の
初
め
す
で
に
、

大
中
群
符
三
年
六
月
十
一
日
、
詔
在
京
庖
宅
(
務
〉
、
自
今
止
以
元
額
震
定
、
不
得
純
増
敷
剥
奪
、
達
者
、

罪
在
官
吏
(
宋
曾
要
・

食
貨
五
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五
ノ
一
ニ
)

と
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
金
額
は
少
し
づ
っ
上

っ
て
行
き
、
特
に
北
宋
末
に
至

っ
て
経
制
銭
が
創
始
さ
れ
る
と
、

三
割
の
割

@
 

増
が
つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
私
有
地
の
場
合
は
そ
う
は
簡
阜
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

大
観
元
年
八
月
十
二
日
、
詔
、
在
京
有
房
廊
屋
業
之
家
、
近
来
多
以
醗
修
篤
名
、
増
添
房
鏡
、
往
往
過
倍
、

日
来
尤
甚
、
使
編
戸
細
民
、
難

以
出
排
(
{
木
曾
要
・
刑
法
二
ノ
四
六
)

3?5 

な
ど
に
は
、

一
見
合
法
的
な
外
形
を
と
り
つ
つ
、
寅
際
は
房
鎮
の
値
上
げ
を
企
吾
有
力
者
の
影
が
み
え
る
。



ま
た
棲
庖
務
の
場
合
と
同
じ
く
、
私
有
地
の
房
銭
に
も
雨
雲
や
火
災
・
水
害
に
封
し
兎
除
令
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
草
野
靖
氏
は
最
近
の
論
文
中
で
、

園
家
に
よ
る
私
租
減
兎
令
の
出
現
を
抗
租
と
の
関
係
か
ら
論
じ
て
お
ら
れ
句
。
農
村
の
私
租
に
も
比
定

す
べ
き
、
都
市
の
賃
地
・
房
銭
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
減
菟
令
は
北
宋
中
期
よ
り
現
わ
れ
る
。

至
和
元
年
二
月
乙
未
朔
、
詔
、
天
下
州
牒
、
自
今
遇
大
雨
雲
、
委
長
吏
詳
酌
、
放
官
私
房
銭
三
日、

歳
場
得
過
三
次
(
長
編
を
一
七
六
〉
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そ
し
て
特
に
、
北
宋
末
以
降
に
な
る
と
、
房
銭
減
免
の
場
合
は
官
私
と
も
に
含
ま
れ
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
黙
も
私
租
と
の

関
連
で
、

な
お
考
慮
す
べ
き
儀
地
が
あ
ろ
う
。

散
慢
な
こ
と
は
筆
者
自
ら
承
知
し
て
い
る
し
、

以
上
大
き
く
二
つ

に
分
け
て
、
制
度
的
側
面
に
重
心
を
お
き
つ
つ
、
宋
代
の
都
市
の
園
家
負
捨
に
つ
い
て
論
述
し
て
み
た
。
や
や
剖
記
的
で

ま
た
奮
来
の
屋
税
や
房
銭
の
研
究
に
必
ず
し
も
本
質
的
に
多
く
の
も
の
を
つ
け
加
え
た
わ
け
で

も
な
い
。
し
か
し
都
市
の
税
役
制
研
究
は
、
宋
以
後
の
中
園
史
研
究
で

一
つ
の
盲
黙
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
現
献
で
は
、
い
わ
ば
叩
き
霊

- 72ー

し
く
概
括
は
で
き
な
い
。

ま
た
そ
う
し
た
税
制
が
ど
れ
く
ら
い

と
し
て
、
剣

っ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
る
の
も
多
少
の
役
割
を
果
す
で
あ
ろ
う
。
宋
代
だ
け
で
み
て
も
、
都
市
の
税
制
は
多
様
で
あ
り
、
軽
々

中
園
の
都
市
護
達
の

阻
止
要
因
と
し
て
働
い
た
か
と
い

っ
た
重
要
な
問
題

も
、
そ
の
断
定
ま
で
に
は
、

い
ま
少
し
地
道
な
つ

み
重
ね
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

註①
専
論
と
し
て
は
、
加
藤
繁
「
宋
代
に
於
け
る
都
市
の
護
達
に
就
い
て

」

(『
支
那
経
済
史
考
登
』

上
〉
、
那
波
利
貞

「都
市
の
護
淫
と
庶
民
生
活
の

向
上」

(
『
世
界
文
化
史
大
系』

九、

宋
元
時
代〉、

や
曾
我
部
静
雄

『開

封
と
杭
州
』
な
ど
相
嘗
古
い
も
の
が
あ
る
だ
け
で
、
各
種
歴
史
大
系
も
の

も
、
基
本
的
に
は
そ
れ
を
あ
ま
り
出
て
い
る
と
は
言
え
ぬ
。

②

最
近
の
も
の
で
は
、
斯
波
義
信
『
宋
代
商
業
史
研
究
』
の
第
四
章

「宋

代
に
お
け
る
都
市
・
市
場
の
褒
展
」
、
周
藤
吉
之
「
宋
代
の
郷
村
に
お
け

る
庖
・

市
・
歩
の
設
展
」
(『
唐
宋
紅
曾
経
済
史
研
究
』)、
梅
原
郁

「宋

代
の
地
方
都
市
」

(『歴
史
教
育
』
十
四
/
十
二
)
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

以
前
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
各
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る。

③
研
究
の
現
燃
や
動
向
は
、
斯
波
義
信
『
宋
代
商
業
史
研
究
』
第
一
章
に
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も
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

①
さ
し
あ
た
っ
て
、
曾
我
部
静
雄
『
中
園
及
び
古
代
日
本
に
お
け
る
郷
村

形
態
の
漫
漫
』
第
五
章
「
都
市
直
劃
の
成
立
」
、
梅
原
郁
「
宋
代
の
戸
等

制
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
東
方
事
報
』
京
都
四
十
一
)
、
宮
崎
市
定
「
頃
畝
と

星
と
丈
尺
」
〈
『
東
方
事
』
二
十
八
〉
な
ど
を
参
照
。

⑤
『
宋
史
食
貨
志
謬
注
』

H
三
五
六
頁
。

⑤
斯
波
、
前
掲
書
三
二
二
頁
。

⑦
日
野
開
三
郎

「
五
代
の
沿
徴
に
就
い
て

」
(
『
史
淵
』
十
三
〉
。

③
此
の
部
分
は
唐
曾
要
各
八
十
四
、
雑
税
、
建
中
四
年
六
月
、
資
治
通
鑑

二
二
八
、
を
要
約
。

③

草

野

靖

「宋
の
屋
稔
・
地
税
に
つ
い
て
」
〈
『
史
事
雑
誌
』
六
八
ノ
四
)。

⑬
こ
の
記
事
で
問
題
に
な
る
の
は

。均
出
盛
税
銭
。
と

¢毎
一
畝
可
蓋
八

問
。
部
分
で
あ
る
。
堕
税
銭
を
、
草
野
氏
は
屋
税
堕
銭
と
屋
税
銭
の
爾
者

の
合
稽
と
さ
れ
て
い
る
が
一
抹
の
不
安
が
残
る
。
後
者
は
斯
波
氏
は
建
蔽

率
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
良
く
わ
か
ら
な
い
。

⑪
柳
田
節
子
「
宋
代
の
了
稔
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
二
十
ノ
三
〉。

⑬
日
野
関
三
郎
、
前
掲
論
文
。

⑬
例
え
ば
、
紹
興
三
十
二
年
八
月
二
十
三
日
、
中
書
門
下
言
、
州
豚
三
年

一
次
、
推
排
坊
郭
郷
村
物
力
、
多
係
坊
正
・
保
正
副
、
私
受
人
戸
銭
物
、

升
排
不
公
〈
宋
曾
要
。
食
貨
六
九
三
ヱ
ハ
)
は
坊
正
の
一
例
で
あ
る
し
、

諸
郭
坊
戸
税
租
、
差
手
力
催
納
(
慶
元
傑
法
事
類
省
四
七
、
賦
役
門
、
拘

催
税
租
〉
は
手
力
の
例
で
あ
る
。

⑬
長
編
省
三
九
四
、
元
騎
二
年
正
月
辛
巴
の
殿
中
侍
御
史
孫
升
の
言
、
坊

郭
之
民
、
祖
宗
以
来
無
役
。

⑮
小
野
寺
郁
夫
「
宋
代
に
お
け
る
都
市
の
商
人
組
織
『
行
』
に
つ
い
て
」

ハ
『
金
海
大
事
法
文
事
部
論
集
』
史
皐
十
三
〉
、
古
林
森
贋

「
北
宋
の
克
行

銭
に
つ
い
て
」
〈
『
東
方
皐
』
三
十
八
)
。

⑬
曾
我
部
静
雄

「
宋
代
商
税
雑
考
」
(
『
集
刊
東
洋
皐
』
六〉

⑫

佐

久
間
重
男

「
明
代
の
商
税
制
度
L
Q祉
曾
経
済
史
塵
』
十
三
ノ
三
)。

⑬
加
藤
繁

「宋
代
の
房
銭
に
就
い
て
」
(『支
那
経
済
史
考
詮
』

下)。

⑮
唐
代
の
そ
れ
は
加
藤
繁
「
内
荘
宅
使
考
」
(『
支
那
経
済
史
考
謹
』
上
〉

を
参
照
。

⑧
加
藤
繁
、
前
掲
⑬
論
文
。

@

長

編

省
三
十
、

端
扶
二
年
の
末
尾
の
係
。

@
加
藤
繁
、
前
掲
⑬
論
文
。

@
曾
我
部
静
雄
『
衆
代
財
政
史
』
六
二
頁
以
下
。

@
以
下
は
多
く
、
宋
曾
要
食
貨
五
五
ノ
ニ
J
一
一
一
一
の
左
右
願
庖
宅
務
に
鎌

っ
た
J

な
お
以
下
庖
宅
務
と
呼
ぶ
時
は
開
封
の
場
合
の
み
に
限
る
。

@

温

園
文
正
司
馬
文
集
各
七
七
、
「
太
常
少
卿
司
馬
府
君
墓
誌
銘
」
参
照
。

@
欧
陽
文
忠
公
文
集
省
二
十
九
、
「
少
府
監
分
司
西
京
裳
公
墓
誌
銘
」

参

照
。

@
宋
史
容
四
四
二
、
蘇
舜
欽
停
。

@
宋
史
容

一
八
九
、
兵
志
三
、
願
兵
、
成
淳
臨
安
志
容
五
十
七
、
後
者
に

よ
れ
ば
一
指
揮
の
人
数
は
三
盲
人
で
あ
る。

⑧
曾
我
部
静
雄
「
南
宋
の
土
地
経
界
法
」
(
『
文
化
』
五
ノ
二
〉
。

@
日
野
開
三
郎
『
唐
代
邸
庖
の
研
究
』
。

@
加
藤
繁

「唐
宋
時
代
の
倉
庫
に
就
い
て

」
「
贋
停
と
停
場
」
(『
支
那
経

済
史
考
謹
』
上
〉。

@

戸

馬
法
寅
施
に
関
す
る
長
編
の
元
堕
五
年
八
月
丙
辰
(
各
三
二
九
〉
。

同
年
九
月
壬
辰

(
省
三
二
九
〉
の
記
事
や
助
役
銭
を
め
ぐ
る
こ
れ
も
長
編

-73ー
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の
元
結
元
年
二
月
丁
亥
の
司
馬
光
の
笥
子
(
省
三
六
七
)
な
ど
。

@
宋
史
容
二
八
七
、
楊
磁
伸
。

@

久

富
認

「
南
宋
の
財
政
と
経
線
制
銭
」
(『
北
大
史
問
学
』
九
)。

③

草
野
靖
「
宋
代
の
頂
佃
抗
租
と
法
身
分
」
(
『
史
撃
雑
誌
』

七
八
ノ
十

一
)。(

本
稿
は
昭
和
四
十
四
年
度
文
部
省
科
皐
研
究
費
を
受
け
た
「
明
清
吐

曾
の
基
礎
的
綜
合
的
研
究
」
の
分
据
研
究
進
行
中
の

一
成
果
で
あ
る
〉

東
洋
史
研
究
叢
刊
之
二
十
四

宋

代

文

集

索

引佐

富

編

イ白

A
5
判

定

債

本
文
八
四
五
頁
附
筆
劃
検
字
表

四
千
園

本
索
引
は
宋
代
の
文
集
活
文
正
公
集
(
泡
仲
滝
〉
、
河
南
先
生
文
集

(
予
沫
)
、
欧
陽
文
忠
公
全
集
(
欧
陽
筒
〉
、
元
盟
類
藁
(
曾
撃
〉
、
楽

全
集
(
張
方
卒
)
、
温
園
文
正
司
馬
文
集
(
司
馬
光
)
、
盤
洲
文
集
(
洪

遜
)
、
水
心
文
集
(
葉
適)、

朱
文
公
文
集
(
朱
烹
〉
、
西
山
先
生
同
県
文
忠

公
文
集
(
異
徳
秀
)
の
十
種
目
中
に
含
ま
れ
る
人
名
、

地
名
、

官
職

名
、
そ
の
他
法
制
、
経
済
、
社
舎
、
官
制、
、
丘
一制、

民
族
、
宗
教
、
文

夢
、
美
術
、
思
想
、
掌
故
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
闘
す
る
名
僻
、
約
七

寓
の
項
目
を
摘
出
し
、
こ
れ
を
五
十
音
順
に
排
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

右
書
御
希
望
の
方
は
本
曾
ま
で
御
申
込
み
下
さ
い

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
大
文
翠
部
内

東

洋

史

研

究

曾

振
替
京
都

三
七
二
八
番
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